
は
じ
め
に

　

筆
者
は
金
炳
坤
氏
と
の
共
同
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
『
法
華
論
』
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
る
『
法
華
経
論
述
記
』
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、
そ

の
成
果
を
左
の
如
く
す
で
に
発
表
し
て
い
る
。

（
一
）	「
義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
の
文
献
学
的
研
究
⑴
」『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
〇
一
四
（
以
下
、
研
究
⑴
と
記

す
）

（
二
）	「
義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
の
文
献
学
的
研
究
⑵
」『
身
延
論
叢
』
第
二
〇
号
、
二
〇
一
五

（
三
）	「
義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
の
文
献
学
的
研
究
⑶
」『
法
華
文
化
研
究
』
第
四
一
号
、
二
〇
一
五

（
四
）	「
義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
の
文
献
学
的
研
究
⑷
」『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
五

　

こ
の
中
、
研
究
⑴
に
お
い
て
、『
法
華
論
』
冒
頭
の
構
成
に
つ
い
て
左
の
表
を
用
い
て
少
し
く
考
察
を
行
っ
た（
１
）。

清
水
梁
山
国
訳
『
法
華
論
』
の
底
本
に
つ
い
て

―
版
本
『
法
華
論
』
の
流
布
と
受
容
を
視
点
と
し
て

―

桑　

名　

法　

晃
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構　

成

Ⓐ

Ⓑ

「
摩
提
訳
」
「
留
支
訳
」
『
論
疏
』

『
子
注
』

『
述
記
』

『
論
記
』

Ⅰ	
前
序	

な
し

言
及
な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

Ⅱ	

帰
敬
偈
（
頂
礼
正
覚
海　

浄
法
無
為
僧
…
…
）

言
及
な
し

○

な
し

①

①

①

①

①

Ⅲ	

経
曰
帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩

①

言
及
な
し

な
し

な
し

②

②

③

な
し

Ⅳ	

序
品
第
一
／
妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一

言
及
な
し

言
及
な
し

な
し

②

な
し

な
し

な
し

な
し

Ⅴ	

如
是
我
聞
…
…

言
及
な
し

言
及
な
し

①

③

③

③

②

な
し

Ⅵ	

此
［
経
］
法
門
…
…

言
及
な
し

言
及
な
し

②

④

④

④

④

②

　

Ⓐ
、
Ⓑ
と
は
、
吉
蔵
『
法
華
論
疏
』
に
て
説
か
れ
る
二
種
の
テ
ク
ス
ト
を
、「
摩
提
訳
」、「
留
支
訳
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の

現
行
本
『
法
華
論
』
勒
那
摩
提
訳
、
菩
提
留
支
訳
を
、『
論
疏
』、『
子
注
』、『
述
記
』、『
論
記
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
吉
蔵
『
法
華
論
疏
』、
円
弘
『
妙
法
蓮

華
経
論
子
注
』、
義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』、
円
珍
『
法
華
論
記
』
を
指
し
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
論
』
冒
頭
の
構
成
を
、
そ
の
順
序

に
従
い
①
か
ら
④
の
数
字
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
研
究
⑴
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
そ
こ
で
は
、
現
行
の
二
訳
に
は
見
出

す
こ
と
の
で
き
な
い
Ⅲ
の
一
文
「
経
曰
帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩
」
を
『
法
華
論
』
注
釈
書
の
一
部
が
有
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
清
水
梁
山
氏
の
国
訳
（
以

下
、
清
水
国
訳
と
記
す（
２
））

に
は
こ
の
一
文
が
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、
現
行
の
テ
ク
ス
ト
と
は
少
し
く
異
な
る
『
法
華
論
』
の
存

在
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
研
究
⑴
の
時
点
で
は
、
そ
れ
以
上
の
言
及
は
避
け
た
。
そ
の
後
研
究
を
進
め
る
中
で
、
Ⅲ
の
「
経
曰
帰
命
一
切
諸
仏

菩
薩
」
の
一
文
を
有
す
る
『
法
華
論
』
菩
提
流
支
訳
の
版
本
の
存
在
を
知
り
、
そ
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

こ
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
塩
田
義
遜
氏
に
よ
っ
て
、
左
の
如
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

法
華
論
は
古
来
よ
り
二
本
が
伝
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
後
世
別
行
本
と
し
て
一
二
本
の
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
一
本
は
「
寛
文
九
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己
酉
正
月
吉
辰
、
法
華
宗
門
書
堂
板
」
の
三
十
二
紙
の
一
巻
で
、
此
本
は
開
巻
の
初
に
『
法
華
論
、
婆
藪
槃
豆
此
云
天
親
菩
薩
造
』
と
あ
り
、
次

の
行
に
『
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
、
三
蔵
法
師
菩
提
流
支
奉
詔
訳
』
と
あ
り
、
更
に
帰
敬
頌
を
掲
げ
流
支
本
は
次
に
『
妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一
』

と
あ
る
が
、
別
行
本
に
は
『
経
曰
帰ｲ

命
一
切
諸
仏
菩
薩ｱ

』
と
重
ね
て
帰
敬
頌
を
掲
げ
て
居
る
の
で
あ
る（

３
）。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
清
水
梁
山
氏
は
「
国
訳
法
華
論
開
題
」
に
お
い
て
菩
提
留
支
訳
を
底
本
と
し
た
旨
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
Ⅲ
の
一
文
は
現
行

本
の
み
な
ら
ず
、
確
か
め
得
る
諸
版
本
に
お
い
て
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い（

４
）、

清
水
国
訳
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
清
水
梁

山
氏
が
国
訳
に
用
い
た
底
本
が
こ
の
Ⅲ
の
一
文
を
有
す
る
「
法
華
宗
門
書
堂
」
版
の
『
法
華
論
』
菩
提
流
支
訳
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で

も
あ
る
。

　

寛
文
九
年
刊
行
の
「
法
華
宗
門
書
堂
」
版
に
つ
い
て
は
、
高
麗
蔵
へ
の
高
い
評
価
か
ら
も
、
従
来
の
『
法
華
論
』
の
研
究
に
お
い
て
そ
こ
に
十
分
な

関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い（
５
）。

だ
が
、
本
版
本
に
つ
い
て
、
前
掲
の
『
法
華
論
』
注
釈
書
が
依
拠
し
た
、
現
行
本
と
は
異
な
る
系
統
の
テ

ク
ス
ト
と
の
関
連
を
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
は
、『
法
華
論
』
テ
ク
ス
ト
の
研
究
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の

と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
大
蔵
経
所
収
の
テ
ク
ス
ト
と
は
少
し
く
異
な
る
版
本
が
近
世
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
流
布
し
て
い
た
の
か
、

『
法
華
論
』
の
流
布
の
問
題
を
整
理
し
、
さ
ら
に
近
代
初
頭
に
お
い
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
研
究
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
清
水
梁
山
氏
の
「
国

訳
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
」
に
視
点
を
あ
て
て
考
察
を
試
み
た
い
。
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一　

Ⅲ
の
一
文
を
有
す
る
版
本
『
法
華
論
』

　

本
稿
で
扱
う
版
本
『
法
華
論
』
の
書
誌
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
法
華
論
』
一
巻
一
冊　

貴
重
本
書
庫	

坂
本
文
庫	

資
料
番
号
三
（
棚
番
一
八
―
二
）

　

袋
綴
、
新
た
に
表
紙
が
付
さ
れ
、
元
の
表
紙
に
は
題
簽
剝
落
痕
が
あ
り
、
同
箇
所
に
「
妙
法
蓮
華
経　

全
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
法
量
は
全
体
二
六・

六
×
一
九・

三
。
内
題
は
「
法
華
論　

婆
藪
槃
豆
〈
此
云
／
天
親
〉
菩
薩	

造
」、「
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎　
〈
三
蔵
法
師
菩
提
／
流
支
奉
詔
訳
〉」。
版

心
は
白
口
双
花
口
魚
尾
「
法
華
論　
（
丁
数
）」。
本
文
は
四
周
単
辺
無
界
、
一
〇
行
二
〇
字
、
漢
文
、
返
点・

送
仮
名
あ
り
。
丁
数
は
三
二
丁
。
刊
記
は

巻
末
三
二
丁
裏
に
左
の
如
く
あ
る
。

正
保
三
丙

　
戌
暦	

晩
秋
吉
日	

刊
摺
之

　

な
お
、
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
正
保
三
年
版
の
版
本
が
も
う
一
本
所
蔵
さ
れ
る
。

　

架
蔵
番
号　
（
函
）
Ａ
Ｃ
38
（
部
）
三
、
２
（
号
）
Ｃ
559
（
冊
）
Ａ
１

　

身
延
山
大
学
古
典
籍
配
架
目
録
（
貴
重
本
）
資
料
番
号
一
五
〇
（
貴
重
本
書
庫	

棚
番
一
四
―
八
）

　

法
量
は
全
体
二
六・

八
×
一
九・

五
。
外
題
は
欠
。
但
し
、
左
肩
無
辺
題
簽
あ
り
。
題
簽
は
十
九・

四
×
四・

三
。
そ
の
ほ
か
は
全
て
右
の
通
り
で

あ
る
。

（
二
）
立
正
大
学
図
書
館
所
蔵
『
法
華
論
』
一
巻
一
冊　

資
料
請
求
番
号
一
八
三・
三
―
Ｔ
ｅ
―
三
五

　

袋
綴
、
法
量
は
全
体
二
六・

四
×
一
八・

五
、
題
簽
一
八・

九
×
三・

六
。
外
題
は
左
肩
双
辺
題
簽
に
墨
書
「
法
華
論　

全
」。
内
題
は
「
法
華
論　
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婆
藪
槃
豆
〈
此
云
／
天
親
〉
菩
薩	

造
」、「
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎　
〈
三
蔵
法
師
菩
提
／
流
支
奉
詔
訳
〉」。
版
心
は
白
口
双
花
口
魚
尾
「
法
華
論　
（
丁

数
）」。
本
文
は
四
周
単
辺
無
界
、
一
〇
行
二
〇
字
、
漢
文
、
返
点・

送
仮
名
あ
り
。
丁
数
は
三
二
丁
。
刊
記
は
巻
末
三
二
丁
裏
に
「
藤
田
宗
継
」
と
の

み
あ
る
。

（
三
）
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
法
華
論
』
一
巻
一
冊　

身
延
山
大
学
図
書
館
所
蔵
古
典
籍
目
録
（
三
論
）
資
料
番
号
六
一

　

袋
綴
、
法
量
は
全
体
二
七・

一
×
一
九・

一
、
題
簽
一
八・

三
×
三・

四
。
外
題
は
左
肩
双
辺
題
簽
に
「
法
華
論　

全
」。
内
題
は
「
法
華
論　

婆

藪
槃
豆
〈
此
云
／
天
親
〉
菩
薩	
造
」、「
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎　
〈
三
蔵
法
師
菩
提
／
流
支
奉
詔
訳
〉」。
版
心
は
白
口
双
花
口
魚
尾
「
法
華
論　
（
丁

数
）」。
本
文
は
四
周
単
辺
無
界
、
一
〇
行
二
〇
字
、
漢
文
、
返
点・

送
仮
名
あ
り
。
丁
数
は
三
二
丁
。
刊
記
は
巻
末
三
二
丁
裏
に
左
の
如
く
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

武
村
市
兵
衛
昌
常

法
華
宗
門
書
堂　
　

村
上
勘
兵
衛
元
信

　

寛
文
九
己
酉
年　

山
本
平
左
衛
門
常
知

　
　
　

正
月
吉
辰　

八
尾
甚
四
郎
友
春

　

な
お
、
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
寛
文
九
年
版
の
版
本
が
も
う
一
本
所
蔵
さ
れ
る
。

　

身
延
山
大
学
図
書
館
所
蔵
古
典
籍
目
録
（
天
台
宗
）
資
料
番
号
四
六
六

　

本
版
本
は
外
題
を
欠
く
。
法
量
は
全
体
二
六・

三
×
一
八・

八
。
そ
の
ほ
か
は
右
の
通
り
で
あ
る
。
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【
図
】
各
版
本
刊
記
一
覧

寛永二年版　身延山大学国際日蓮学研究所所蔵　刊記

（一）正保三年版　身延山大学附属図書館所蔵　貴重本書庫　坂本文庫３　刊記
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（二）藤田宗継版　立正大学図書館所蔵　183.3/Te35　刊記

（三）寛文九年版　身延山大学附属図書館所蔵　古典籍目録（三論）61　刊記
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（
一
）（
二
）（
三
）
の
版
本
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
文・

版
式
は
全
て
同
じ
で
あ
り
、
前
掲
「【
図
】
各
版
本
刊
記
一
覧
」
に
示
し
た
通
り
、
刊
記
は

異
な
る
も
の
の
、
そ
の
部
分
の
み
埋
め
木
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
つ
と
も
同
じ
版
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
中
、
寛
文
九
年
刊
行
の
「
法
華
宗
門
書
堂
」
版
に
つ
い
て
は
、
冠
賢
一
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
は
冠
氏
の
研

究
を
基
と
し
て
、
寛
文
九
年
版
に
至
る
『
法
華
論
』
の
板
木
譲
渡
の
流
れ
を
確
認
し
、
刊
行
年
次
が
記
さ
れ
て
い
な
い
藤
田
宗
継
に
よ
る
出
版
が
ど
の

時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
間
の
、
特
に
「
法
華
宗
門
書
堂
」
版
刊
行
に
関
わ
る
事
情
に
つ
い
て
、
左
の
点
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
	

寛
文
九
年
版
は
寛
文
八
年
極
月
二
日
に
京
都
書
肆
藤
田
了
竹
（
庄
左
衛
門
）
か
ら
買
い
取
っ
た
板
木
で
あ
る
こ
と（

６
）。

・
	

藤
田
家
が
以
前
か
ら
所
持
し
て
い
た
板
木
で
は
な
く
、
寛
文
八
年
以
前
に
藤
田
家
が
買
い
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
買
い
集
め
は
し
た

が
、
藤
田
了
竹
（
庄
左
衛
門
）
の
刊
記
を
以
て
出
版
は
さ
れ
て
い
な
い
こ
と（
７
）。

・
	

書
商
藤
田
宗
継
は
藤
田
了
竹
の
一
族
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宗
継
も
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
以
降
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
出
版
活
動
を
中
止
し

て
い
る
こ
と（
８
）。

・
	

藤
田
了
竹
が
「
四
軒
仲
間
」（
武
村
市
兵
衛
昌
常
、
村
上
勘
兵
衛
元
信
、
山
本
平
左
衛
門
常
知
、
八
尾
甚
四
郎
友
春
）
に
売
っ
た
板
木
の
中
に
、
か

つ
て
藤
田
宗
継
が
所
持
し
て
い
た
多
く
の
板
木
も
共
に
「
四
軒
仲
間
」
に
売
ら
れ
て
い
る
こ
と（
９
）。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、「
寛
文
九・

十
年
の
「
法
華
宗
門
書
堂
」
版
と
し
て
出
版
さ
れ
る
前
の
出
版
元
及
び
刊
行
年
次
を
確
認
し
え
た
も
の
の

み
記
し
た
）
（1
（

」
図
表
の
中
、『
法
華
論
』
の
項
目
で
は
、「（
寛
永
二
）
→
（
正
保
三
））

（（
（

」
と
記
し
、
寛
永
二
年
の
叡
山
版
と
正
保
三
年
版
は
寛
文
九
年
版
と

同
版
で
あ
る
こ
と
を
冠
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
藤
田
宗
継
版
は
、
正
保
三
年
版
と
寛
文
九
年
版
と
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
三
つ
は
同
一
の
板
木
を
用
い
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
菩
提
流
支
訳
の
版
本
『
法
華
論
』
は
、
正
保
三
年
→
藤
田
宗
継
→
寛
文
九
年
と
刊
記
部
分
の
み
を
埋
木
し
て
出
版

さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
は
、
冠
氏
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
と
同
版
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
寛
永
二
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年
版
の
存
在
で
あ
る
。

　

寛
永
二
年
版
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
近
年
出
版
さ
れ
た
『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年
表
』
に
お
い
て
、
左
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
）
（1
（

。

◎
法
華
論
（
叡
山
版
）　

一
巻
一
冊

［
著
者
］
天
親
造
、（
唐
）
玄
奘
訳

［
刊
記
］
寛
永
二
乙丑

暦　

晩
秋
吉
日　

刋
摺
之

［
所
蔵
］
叡
山
天
海
蔵
一・
三・

五
六
。
同
真
如
蔵
四
―
一
。
同
寿
量
院
一
三
三
。
日
光
天
海
蔵
一
六
六

［
備
考
］
尾
題
「
妙
法
蓮
華
経
論
」

　
「
◎
」
は
活
字
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、
本
年
表
に
お
い
て
は
、「
玄
奘
訳
」
と
記
載
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
引
か
れ
る
。
本
項
目
は
、
実

見
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
先
行
書
籍
で
刊
記
等
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
）
（1
（

、
先
行
研
究
を
あ
た
っ
て
い
く
と
、

夙
に
長
澤
規
矩
也
氏
に
よ
っ
て
左
の
如
く
そ
の
書
誌
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
）
（1
（

。

○
法
華
論
［
唐
釈
玄
奘
訳
］
寛
永
二
刊　

大
一
冊　

日
166
天
56
華
772
真
135

　
　

十
行
二
十
字
、
大
黒
口
、
花
口
魚
尾
、
単
返
、
無
界
。

第
一
種
Ｇ
活
字
使
用
。
巻
末
に

　
　

寛
永
二
乙丑

暦　

晩
秋
吉
日　

刋
摺
之

　

右
年
表
よ
り
や
や
詳
し
く
、
版
式
の
情
報
を
も
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
右
年
表
と
同
じ
く
「
玄
奘
訳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
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る
。
ま
た
、
版
心
が
「
大
黒
口
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、
正
保
三
年
版
以
降
の
版
本
と
は
異
な
り
が
み
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
叡
山
文
庫
所
蔵
の
天
海
蔵
（
内
典
一
―
三
―
五
六
）、
真
如
蔵
（
内
典
四
―
一
―
一
三
五
）、
寿
量
院
蔵
（
内
典
六
―
六
―
一
三
二
）、
華
蔵

院
蔵
（
内
典
六
―
六
―
七
七
二
）
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
訳
者
に
つ
い
て
は
右
に
「
唐
釈
玄
奘
訳
」
と
記
し
た
の
は
誤
り
で
、
正
保
三
年
版
以
降
の
内

題
と
同
じ
く
、「
法
華
論　

婆
藪
槃
豆
〈
此
云
／
天
親
〉
菩
薩	

造
」、「
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎　
〈
三
蔵
法
師
菩
提
／
流
支
奉
詔
訳
〉」
と
あ
っ
た
。
ま

た
、
右
叡
山
文
庫
所
蔵
の
寛
永
二
年
版
は
何
れ
も
返
点・

送
仮
名
は
な
く
、
匡
郭
二
三・

三
×
一
六・

一
で
あ
り
、
正
保
三
年
版
の
匡
郭
二
二・

九
×

一
六・

二
と
は
差
異
が
み
ら
れ
た
。
た
だ
、
行
数・

字
数
は
同
じ
で
あ
り
、
丁
数
も
変
わ
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
正
保
三
年
版
は
、
古
活
字
本
で
あ

る
寛
永
二
年
版
を
底
本
と
し
て
、
整
版
本
と
し
て
新
た
に
返
点・

送
仮
名
を
付
し
て
覆
刻
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
古
活
字
本
か
ら
整
版
本
へ
の

移
行
は
、
概
し
て
正
保・

慶
安
頃
を
境
と
し
て
み
ら
れ
、
こ
れ
は
、
慶
長・

寛
永
の
時
期
は
書
籍
の
需
要
が
少
な
い
た
め
、
同
一
の
活
字
を
組
版
し
て

繰
り
返
し
使
用
す
る
の
が
経
済
的
に
有
利
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
書
籍
の
需
要
が
増
加
し
て
、
受
容
者
の
増
大
と
急
の
要
求
と
に
応
ず
る
に
は
、
む
し

ろ
整
版
に
よ
る
方
が
経
済
的
に
有
利
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
）
（1
（

。
こ
の
移
行
時
期
に
合
致
す
る
よ
う
に
『
法
華
論
』
に
つ
い
て
も
、
ま

さ
に
正
保
三
年
に
、
古
活
字
本
か
ら
整
版
本
へ
の
移
行
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
法
華
論
版
本
の
研
究
を
進
め
る
中
で
、
国
際
日
蓮
学
研
究
所
で
は
寛
永
二
年
版
の
版
本
を
新
た
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

袋
綴
一
冊
、
法
量
は
二
六・

九
×
一
九・

二
。
改
装
。
現
在
の
表
紙
に
は
左
肩
に
「
法
花
論
」
と
直
に
墨
書
。
小
口
書
「
法
華
論
全
」。
本
文
三
二
丁

で
あ
る
が
、
二
四
丁
の
一
紙
が
欠
で
、
そ
の
一
丁
分
が
写
本
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
は
右
の
通
り
。

　

実
見
に
よ
り
右
の
こ
と
を
確
認
で
き
た
が
、
寛
永
二
年
版
が
如
何
な
る
系
統
の
『
法
華
論
』
に
依
拠
し
た
も
の
か
、
そ
の
底
本
に
つ
い
て
は
未
詳
で

あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
嘉
興
蔵
の
覆
刻
で
あ
る
鉄
眼
版
が
大
蔵
経
と
し
て
は
近
世
日
本
に
お
い
て
流
布
し
て
い
た
が
、
一
方
で
は
そ
れ
と
は
構
成・

本

文
を
少
し
く
異
に
す
る
菩
提
流
支
訳
の
版
本
『
法
華
論
』
が
、
管
見
の
限
り
「
寛
永
二
年
版
（
一
六
二
五
）
→
正
保
三
年
版
（
一
六
四
六
）
→
藤
田
宗

継
版
→
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
版
」
と
、
寛
永
二
年
版
以
降
覆
刻
さ
れ
、
刊
記
を
変
え
て
繰
り
返
し
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
）
（1
（

。
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二　

清
水
国
訳
と
の
関
連
に
つ
い
て

　

右
の
書
誌
の
整
理
か
ら
、
近
世
日
本
に
お
い
て
は
流
布
版
の
鉄
眼
版
大
蔵
経
『
法
華
論
』
の
ほ
か
に
、
寛
永
二
年
版
よ
り
寛
文
九
年
の
「
法
華
宗
門

書
堂
」
版
に
至
る
菩
提
流
支
訳
の
版
本
『
法
華
論
』
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
後
者
の
そ
れ
は
現
に
身
延
山
大
学
の
み
な
ら
ず
、
立
正
大

学
に
も
複
数
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
）
（1
（

。

　

そ
こ
で
、
清
水
国
訳
と
本
版
本
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
清
水
梁
山
氏
の
国
訳
に
対
す
る
態
度
を
み
て
お
き

た
い
。

　

ま
ず
、
清
水
梁
山
氏
は
、「
国
訳
法
華
論
開
題
」
に
お
い
て
左
の
如
く
断
っ
て
い
る
。

今
の
国
訳
は
主
と
し
て
第
二
訳
の
本
に
拠
れ
ど
も
亦
第
一
訳
を
も
参
照
し
、
及
び
更
に
二
本
の
異
本
を
も
考
へ
て
、
務
め
て
意
義
の
通
利
な
る
も

の
を
取
れ
り
。
覧
む
者
諒
せ
よ
）
（1
（

。

　

こ
こ
で
い
う
、「
第
二
訳
」
と
は
、『
法
華
論
』
の
翻
訳
に
第
一
次
、
第
二
次
の
翻
訳
の
二
本
あ
り
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
う
ち
の
菩
提
留
支
訳
を
、「
第

一
訳
」
と
は
勒
那
摩
提
訳
を
指
し
て
お
り

）
（1
（

、
清
水
梁
山
氏
は
菩
提
留
支
訳
を
底
本
と
し
な
が
ら
も
、
勒
那
摩
提
訳
を
も
参
照
し
、
さ
ら
に
異
本
を
も
考

慮
に
入
れ
た
上
で
、
理
解
に
資
す
べ
く
努
め
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
清
水
梁
山
氏
は
少
な
く
と
も
三
種
以
上
の
テ
ク
ス
ト
を
校
合
し
、
国

訳
を
な
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
清
水
梁
山
氏
が
依
拠
し
た
「
第
一
訳
」、「
第
二
訳
」
が
直
ち
に
大
蔵
経
所
収
の
テ
ク
ス
ト
を
指
す
も
の
で
あ
る

か
、
ま
た
、
こ
こ
で
い
う
異
本
が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、『
法
華
論
』
に
両
訳
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
に
続
け
て
、「
本
論

の
翻
訳
は
此
の
二
本
に
し
て
与
に
現
に
大
蔵
に
在
り
）
11
（

」
と
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
蔵
経
所
収
の
両
訳
が
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
清
水

国
訳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
国
訳
大
蔵
経　

論
部
第
五
巻
』
の
刊
行
年
次
（
一
九
二
二
年
）
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
い
う
「
大
蔵
」
と
は
、
近
代
に
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お
い
て
日
本
で
編
纂
さ
れ
た
『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』（
以
下
、
縮
蔵
と
記
す

）
1（
（

）、『
大
日
本
校
訂
訓
点
大
蔵
経
』（
以
下
、
卍
字
蔵
と
記
す

）
11
（

）
ま
で
が
該

当
す
る
可
能
性
を
有
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　

た
だ
、
清
水
梁
山
氏
の
『
法
華
論
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
こ
の
国
訳
が
初
出
で
は
な
く
、『
国
訳
大
蔵
経　

論
部
第
五
巻
』
の
刊
行
か
ら
遡
る
こ
と
数

年
、
左
の
二
本
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

　
（
一
）「
天
親
の
法
華
経
観
」『
大
崎
学
報
』
第
三
八
号
、
一
九
一
五

　
（
二
）「
天
親
の
法
華
経
観
（
続
前
）」『
大
崎
学
報
』
第
三
九
号
、
一
九
一
五

　
（
一
）
の
論
文
で
は
、
国
訳
と
同
様
、『
法
華
論
』
に
二
本
あ
り
と
し
て
、
菩
提
留
支
訳
の
二
巻
本
と
勒
那
摩
提
訳
の
一
巻
本
と
を
挙
げ
、「
此
の
二
本

は
大
同
少
異
な
る
を
以
て
、
今
は
専
ら
二
巻
の
本
に
拠
り
て
其
の
概
要
を
述
ぶ
べ
し
）
11
（

」
と
、
菩
提
留
支
訳
に
依
拠
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
菩
提

留
支
訳
を
底
本
と
し
た
こ
と
は
、
国
訳
と
同
一
で
あ
る
が
、
他
の
対
校
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
専
ら
菩
提
留
支
訳
に
拠
る
と
し
た
点

に
お
い
て
、
国
訳
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
の
用
い
方
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
清
水
梁
山
氏
は
右
両
論
文
に
お
い
て
、『
法
華
論
』
本
文
を
引
用
し
な
が
ら
解

釈
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
文
を
列
挙
す
る
と
左
の
如
く
に
な
る
。
な
お
こ
こ
で
は
、
本
文
は
正
字
を
用
い
、『
法
華
論
』
本
文
の
順
序
に

従
っ
て
列
挙
し
た
。
ま
た
、
本
文
の
下
に
は
、
論
文
の
頁
数
を
示
し
た
。

如
來
欲
說
法
時
至
成
就
者
。
爲
諸
菩
薩
說
大
乘
經
故
。
此
大
乘
修
多
羅
有
十
七
種
名
。
顯
示
甚
深
功
德
應
知
。
何
等
十
七
。
云
何
顯
示
。
一
名
無

量
義
者
。
成
就
字
義
故
。
以
此
法
門
說
彼
甚
深
法
妙
境
界
故
。
彼
甚
深
法
妙
境
界
者
。
諸
佛
如
來
最
勝
境
界
故
。
二
名
最
勝
修
多
羅
者
。
於
三
藏

中
最
勝
妙
藏
。
此
法
門
中
善
成
就
故
。
三
名
大
方
廣
經
者
。
無
量
大
乘
門
中
善
成
就
故
。
隨
順
衆
生
根
住
持
成
就
故
。
四
名
敎
菩
薩
法
者
。
以
爲

敎
化
根
熟
菩
薩
隨
順
法
器
善
成
就
故
。
五
名
佛
所
護
念
者
。
以
依
如
來
有
此
法
故
。
六
名
一
切
諸
佛
祕
密
法
者
。
此
法
甚
深
唯
佛
知
故
。
七
名
一
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切
諸
佛
之
藏
者
。
如
來
功
德
三
昧
之
藏
在
此
經
故
。
八
名
一
切
諸
佛
祕
密
處
處
者
。
以
根
未
熟
衆
生
等
非
受
法
器
不
授
與
故
。
九
名
能
生
一
切
諸

佛
經
者
。
聞
此
法
門
能
成
諸
佛
大
菩
提
故
。
十
名
一
切
諸
佛
之
道
場
者
。
以
此
法
門
能
成
諸
佛
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
非
餘
修
多
羅
故
。
十
一
名

一
切
諸
佛
所
轉
法
輪
者
。
以
此
法
門
能
破
一
切
諸
障
礙
故
。
十
二
名
一
切
諸
佛
堅
固
舍
利
者
。
謂
如
來
眞
實
法
身
於
此
修
多
羅
不
敗
壞
故
。
十
三

名
一
切
諸
佛
大
巧
方
便
經
者
。
依
此
法
門
成
大
菩
提
已
爲
衆
生
說
天
人
聲
聞
辟
支
佛
等
諸
善
法
故
。
十
四
名
說
一
乘
經
者
。
以
此
法
門
顯
示
如
來

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
究
竟
之
體
。
彼
二
乘
道
非
究
竟
故
。
十
五
名
第
一
義
住
者
。
以
此
法
門
卽
是
諸
佛
如
來
法
身
究
竟
住
處
故
。
十
六
名
妙
法

蓮
華
經
者
。
有
二
種
義
。
何
等
二
種
。
一
者
出
水
義
。
以
不
可
盡
出
離
小
乘
泥
濁
水
故
。
又
復
有
義
。
如
彼
蓮
華
出
於
泥
水
喻
。
諸
聲
聞
得
入
如

來
大
衆
中
坐
。
如
諸
菩
薩
坐
蓮
華
上
。
聞
說
如
來
無
上
智
慧
淸
淨
境
界
。
得
證
如
來
深
密
藏
故
。
二
華
開
義
。
以
諸
衆
生
於
大
乘
中
其
心
怯
弱
不

能
生
信
。
是
故
開
示
諸
佛
如
來
淨
妙
法
身
令
生
信
心
故
。
十
七
名
最
上
法
門
者
。
攝
成
就
故
。
攝
成
就
者
。
攝
取
無
量
名
句
字
身
。
有
頻
婆
羅
阿

閦
婆
等
偈
故
。
此
十
七
句
法
門
是
総
。
餘
句
是
別
如
經
爲
諸
菩
薩
說
大
乘
經
。
名
無
量
義
如
是
等
故
。（
六
―
一
五
頁
）

舍
利
弗
。
唯
佛
如
來
知
一
切
法
。
舍
利
弗
。
唯
佛
如
來
能
說
一
切
法
。
何
等
法
句

、
云
何
法
句

、
何
似
法
句

、
何
相
法
句

、
何
體
法
句

、
何
等
句

、

云
何
句

、
何
似
句

、
何
相
句

、
何
體
句

。
如
是
等
一
切
法
如
來
現
見
非
不
現
見
。（
一
六
頁
）

言
甚
深
者
。
顯
示
二
種
甚
深
之
義
應
如
是
知
。
何
等
爲
二
。
一
者
證
甚
深
。
謂
諸
佛
智
慧
甚
深
無
量
故
。
二
者
阿
含
甚
深
。
謂
智
慧
門
甚
深
無
量

故
。（
一
八
頁
）

與
二
種
法
令
彼
成
就
。
何
等
爲
二
。
一
與
證
法
。
二
與
說
法
。
一
與
證
法
令
成
就
者
。
謂
依
證
法
而
授
與
故
。
二
與
說
法
令
成
就
者
。
謂
依
說
法

而
說
與
故
。（
一
八
頁
）

言
譬
喻
者
如
依
牛
故
。
得
有
乳
略
生
酥
熟
酥
及
以
醍
醐
。
此
五
味
中
醍
醐
第
一
。
小
乘
不
如
其
猶
如
乳
。
大
乘
爲
最
猶
如
醍
醐
。
此
喻
所
明
大
乘
無

上
。
諸
聲
聞
等
亦
同
大
乘
無
上
義
故
。
聲
聞
同
者
。
此
中
示
現
諸
佛
如
來
法
身
之
性
同
。
諸
凡
夫
聲
聞
之
人
辟
支
佛
等
。
法
身
平
等
無
差
別
故
。

（
一
八
―
一
九
頁
）

又
依
證
法
復
有
五
種
。
一
者
何
等
法
。
二
者
云
何
法
。
三
者
何
似
法
。
四
者
何
相
法
。
五
者
何
體
故
。
何
等
法
者
。
謂
聲
聞
法
辟
支
佛
法
諸
佛
法
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故
。
云
何
法
者
。
謂
起
種
種
諸
事
說
故
。
何
似
法
者
。
依
三
種
門
得
淸
淨
故
。
何
相
法
者
。
謂
三
種
義
一
相
法
故
。
何
體
法
者
無
二
體
故
。
無
二

體
者
。
謂
無
量
乘
唯
一
佛
乘
無
二
乘
故
。（
一
七
頁
）

　

以
上
が
（
一
）
所
引
の
文
で
あ
る
。
以
下
は
（
二
）
所
引
の
文
と
な
る
。

第
一
人
者
。
示
世
間
中
種
種
善
根
三
昧
功
德
方
便
令
喜
。
然
後
令
入
大
涅
槃
故
。
第
二
人
者
。
以
三
爲
一
令
入
大
乘
故
。
第
三
人
者
。
令
知
種
種
乘

諸
佛
如
來
平
等
說
法
。
隨
諸
衆
生
善
根
種
子
而
生
芽
故
。
第
四
人
者
。
方
便
令
入
涅
槃
城
故
。
涅
槃
城
者
。
所
謂
諸
禪
三
昧
城
故
。
過
彼
城
已
。

然
後
令
入
大
涅
槃
城
故
。
第
五
人
者
。
示
其
過
去
所
有
善
根
。
令
憶
念
已
。
然
後
敎
令
入
三
昧
故
。
第
六
人
者
。
說
大
乘
法
。
以
此
法
門
同
十
地

行
滿
。
諸
佛
如
來
密
與
授
記
故
。
第
七
人
者
。
根
未
淳
熟
爲
令
熟
故
。
如
是
示
現
得
涅
槃
量
。（
三
頁
）

問
曰
。
彼
聲
聞
等
。
爲
實
成
佛
故
與
授
記
。
爲
不
成
佛
與
授
記
耶
。
若
實
成
佛
。
菩
薩
何
故
於
無
量
劫
修
集
無
量
種
種
功
德
。
若
不
成
佛
云
何
與

之
虛
妄
授
記
。
答
曰
。
彼
聲
聞
等
得
授
記
者
。
得
決
定
心
非
謂
聲
聞
。
成
就
法
性
如
來
。
依
彼
三
種
平
等
說
一
乘
法
。
以
佛
法
身
聲
聞
法
身
平
等

無
異
故
與
授
記
。
非
卽
具
足
修
行
功
德
。
是
故
菩
薩
功
德
具
足
。
諸
聲
聞
人
功
德
未
足
。（
一
〇
頁
）

言
聲
聞
人
得
授
記
者
。
聲
聞
有
四
種
。
一
者
決
定
聲
聞
。
二
者
增
上
慢
聲
聞
。
三
者
退
菩
提
心
聲
聞
。
四
者
應
化
聲
聞
。
二
種
聲
聞
如
來
授
記
。

謂
應
化
者
。
退
已
還
發
菩
提
心
者
。
若
決
定
者
增
上
慢
者
二
種
聲
聞
。
根
未
熱
故
不
與
授
記
。
菩
薩
與
授
記
者
。
方
便
令
發
菩
提
心
故
。（
一
七

頁
）

又
依
何
義
。
佛
說
三
乘
名
爲
一
乘
。
依
同
義
故
。
授
諸
聲
聞
大
菩
提
記
。
言
同
義
者
。
以
佛
佛
法
身
聲
聞
法
身
彼
此
平
等
無
差
別
故
。
以
諸
聲
聞

辟
支
佛
等
乘
不
同
故
有
差
別
。
以
彼
二
乘
非
大
乘
故
。（
一
一
頁
）

八
者
示
現
成
大
菩
提
無
上
故
。
示
現
三
種
佛
菩
提
故
。
一
者
示
現
應
佛
菩
提
。
隨
所
應
見
而
為
示
現
。
如
經
皆
謂
如
來
出
釋
氏
宮
去
伽
耶
城
不
遠

坐
於
道
場
得
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
故
。
二
者
示
現
報
佛
菩
提
。
十
地
行
滿
足
得
常
涅
槃
證
故
。
如
經
善
男
子
我
實
成
佛
已
來
無
量
無
邊
百
千
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萬
億
那
由
他
劫
故
。
三
者
示
現
法
佛
菩
提
。
謂
如
來
藏
性
淨
涅
槃
常
恒
清
涼
不
變
等
義
。
如
經
如
來
如
實
知
見
三
界
之
相
次
第
乃
至
不
如
三
界
見

於
三
界
故
。
三
界
相
者
。
謂
衆
生
界
即
涅
槃
界
。
不
難
衆
生
界
有
如
來
藏
故
。
無
有
生
死
若
退
若
出
者
。
謂
常
恒
清
涼
不
變
義
故
。
亦
無
在
世
及

滅
度
者
。
謂
如
來
藏
真
如
之
體
。
不
即
衆
生
界
。
不
離
衆
生
界
故
。
非
實
非
虛
非
如
非
異
者
。
謂
離
四
種
相
。
有
四
種
相
者
。
是
無
常
故
。
不
如

三
界
見
於
三
界
者
。
謂
佛
如
來
能
見
能
證
真
如
法
身
。
凡
夫
不
見
故
。
是
故
經
言
如
來
明
見
無
有
錯
謬
故
。
我
本
行
菩
薩
道
今
猶
未
滿
者
。
以
本

願
故
。
衆
生
界
未
盡
願
非
究
竟
故
。
言
未
滿
非
謂
菩
提
不
滿
足
也
。
所
成
壽
命
復
倍
上
數
者
。
此
文
示
現
如
來
常
命
善
巧
方
便
顯
多
數
故
。
過
上

數
量
不
可
數
知
。
我
淨
土
不
毀
而
衆
見
燒
盡
者
。
報
佛
如
來
真
實
淨
土
。
第
一
義
諦
之
所
攝
故
。（
四
―
五
頁
）

塔
者
。
示
現
如
來
舍
利
住
持
故
。
量
者
。
方
便
示
現
一
切
佛
土
淸
淨
莊
嚴
。
是
出
世
間
淸
淨
。
無
漏
善
根
所
生
。
非
是
世
間
有
漏
善
根
之
所
生
也
。

略
者
。
示
現
多
寶
佛
身
一
體
攝
取
一
切
諸
佛
眞
法
身
故
。
住
持
者
。
示
現
諸
佛
如
來
法
身
自
在
力
故
。
示
現
無
量
佛
者
。
示
現
彼
此
所
作
諸
業
無

差
別
故
。
遠
離
穢
者
。
示
現
一
切
諸
佛
國
土
平
等
淸
淨
故
。
多
寶
者
。
示
現
一
切
諸
佛
國
土
同
實
性
故
。
同
一
塔
坐
者
。
示
現
化
佛
非
化
佛
法
佛

報
佛
等
皆
爲
成
大
事
故
。（
六
―
八
頁
）

　

以
上
の
本
文
を
、
鉄
眼
版
、
縮
蔵
、
卍
字
蔵
と
対
照
す
る
と
左
の
如
く
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
上
部
に
右
論
文
所
引
の
文
を
示
し
、
そ
れ
と
異
な
る

箇
所
の
み
を
矢
印
の
下
に
記
し
た
。
波
線
は
異
な
る
箇
所
を
示
す
。

　

①
一
名
無
量
義
者
→
一
名
無
量
義
經
者
（
鉄
眼
版・

縮
蔵・

卍
字
蔵
）

　

②
八
名
一
切
諸
佛
祕
密
處
處
者
→
八
名
一
切
諸
佛
祕
密
處
者
（
鉄
眼
版・
縮
蔵・

卍
字
蔵
）

　

③
有
頻
婆
羅
阿
閦
婆
等
偈
故
→
有
頻
婆
羅
阿
閦
婆
等
舒
盧
迦
偈
故
（
鉄
眼
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
有
頻
婆
羅
阿
閦
婆
等
舒
盧
迦
故
（
縮
蔵・

卍
字
蔵
）

　

④
得
有
乳
略
生
酥
熟
酥
及
以
醍
醐
→
得
有
乳
酪
生
酥
熟
酥
乃
以
醍
醐
（
鉄
眼
版
）
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→
得
有
乳
酪
生
酥
熟
酥
及
以
醍
醐
（
縮
蔵・

卍
字
蔵
）

　

⑤
過
彼
城
已
→
過
後
城
已
（
鉄
眼
版
）

　

⑥
修
集
無
量
種
種
功
德
→
修
習
無
量
種
種
功
德
（
鉄
眼
版
）

　

⑦
未
熱
故
→
根
未
熟
故
（
鉄
眼
版・

縮
蔵・

卍
字
蔵
）

　

⑧
不
與
授
記
→
如
來
不
與
授
記
（
鉄
眼
版
）

　

⑨
菩
薩
與
授
記
者
→
應
化
聲
聞
是
大
菩
薩
與
授
記
者
（
鉄
眼
版
）

　

⑩
以
佛
佛
法
身
→
以
佛
法
身
（
鉄
眼
版・

縮
蔵・

卍
字
蔵
）

　

⑪
一
者
示
現
應
佛
菩
提
→
一
者
示
現
應
化
佛
菩
提
（
鉄
眼
版
）

　

⑫
不
難
衆
生
界
→
不
離
衆
生
界
（
鉄
眼
版・

縮
蔵・

卍
字
蔵
）

　

⑬
示
現
如
來
常
命
→
示
現
如
來
命
常
（
縮
蔵・
卍
字
蔵
）

　

右
の
本
文
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
縮
蔵
と
卍
字
蔵
と
が
本
文
は
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
た
め
異
同
は
な
い
が
、
鉄
眼
版
と
は
少
し
く
語
句
の
異
な
り
が

み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
④
の
「
略
」
や
、
⑦
の
「
熱
」、
⑫
の
「
難
」
は
誤
植
の
可
能
性
が
高
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
本
論
文
に
お
い
て
依
拠
し
た

テ
ク
ス
ト
を
そ
の
相
異
の
少
な
さ
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
縮
蔵
あ
る
い
は
卍
字
蔵
が
該
当
し
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
国
訳
に
あ
た
っ
て
も

同
テ
ク
ス
ト
が
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　

正
保
三
年
版
に
つ
い
て
は
、
後
に
対
照
表
を
提
示
し
考
察
を
行
う
が
、
右
諸
本
に
比
し
て
最
も
差
異
が
み
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
両
論
文
に
お

い
て
依
拠
し
た
テ
ク
ス
ト
が
本
版
本
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
本
論
文
に
て
引
用
さ
れ
た
本
文
と
国
訳
に
お
け
る
本
文
と
を
対
照
す

る
と
、
明
ら
か
に
相
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
底
本
と
し
て
依
拠
し
た
テ
ク
ス
ト
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
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以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
に
お
い
て
、
次
に
清
水
国
訳
と
諸
本
と
の
対
照
を
行
い
、
そ
の
異
同
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、

正
保
三
年
版
の
底
本
は
何
か
、
如
何
な
る
系
統
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
を
も
視
野
に
入
れ
、
ま
ず
は
正
保
三
年
版
と
諸
本

―
特
に
こ
こ

で
は
、
鉄
眼
版
、
縮
蔵
、
卍
字
蔵
の
両
訳
を
指
す

―
と
の
対
照
を
行
い
た
い
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
、
清
水
国
訳
の
指
す
と
こ
ろ
の
「
第
一
訳
」、「
第

二
訳
」
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
、
正
保
三
年
版
を
底
本
と
し
、
そ
の
丁・

行
に
よ
っ
て
出
拠
と
異
読
を
示
す
こ
と
に
す
る

）
11
（

。
記
号
の
→
は
正
保
三
年
版
と
字
句
が

異
な
る
こ
と
、〔
無
〕
は
当
該
字
句
が
無
い
も
の
を
表
す
。
ま
た
、
本
文
の
字
体
は
原
則
と
し
て
正
字
を
用
い
た
。
以
下
の
語
句
に
つ
い
て
は
、
異
体
字

（
俗
字・

略
字・

音
通
字
も
含
む
）
と
し
て
そ
の
異
同
の
指
摘
を
省
略
し
た
。
慧・

惠
、
辯・

辨・

辦
、
世・

丗
、
修・

脩
、
佗・

他
、
嘆・

歎
、
經・

逕
、
鼓・

皷
、
燃・

然
、
倦・
惓
、
繞・

遶
、
體・

躰
、
華・

花
、
幢・

憧
。
ま
た
、
正
法
三
年
版
（
①
）
と
対
照
を
行
っ
た
テ
ク
ス
ト
は
、
清
水
国

訳
（
②
）、
鉄
眼
版
菩
提
留
支
訳
（
③
）・
勒
那
摩
提
訳
（
⑥
）、
縮
蔵
菩
提
留
支
訳
（
④
）・

勒
那
摩
提
訳
（
⑦
）、
卍
字
蔵
菩
提
留
支
訳
（
⑤
）・

勒
那

摩
提
訳
（
⑧
）
の
七
本
で
あ
る
。
対
照
表
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
数
字
を
も
っ
て
示
し
た
。
こ
の
う
ち
、
清
水
国
訳
は
訓
読
訳
で
あ
る
た
め
私
に
本

文
を
改
め
た
。
な
お
、
本
対
照
表
で
は
、
対
照
範
囲
を
方
便
品
釈
の
前
ま
で
と
し
た
。

三　

	『
法
華
論
』
テ
ク
ス
ト
の
対
照
表

①

本　

文　

→　

異　

読

１オ・

１

法
華
論　

婆
藪
槃
豆
〈
此
云
／
天
親
〉
菩
薩　

造
→
〔
無
〕

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

２

妙
法
蓮
華
經
優
波
提
舍
→
〔
無
〕

②

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
妙
法
蓮
華
經
優
波
提
舍
卷
上

③
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→
妙
法
蓮
華
經
憂
波
提
舍
卷
上

④
、
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
妙
法
蓮
華
經
論
優
波
提
舍
卷
上

⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
妙
法
蓮
華
經
論
優
波
提
舍

⑦
、
⑧

２

三
藏
法
師
菩
提
／
流
支
奉
詔
譯
→
〔
無
〕

②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→	

大
乘
論
師
婆
藪
槃
豆
釋
／
元
魏
北
天
竺
三
藏
法
師
菩
提
留
支
共
沙
門
曇
林
等
譯

③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→	

大
乘
論
師
婆
藪
槃
豆
釋
／
後
魏
北
天
竺
三
藏
菩
提
留
支
共
沙
門
曇
林
等
譯

④
、
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→	

大
乘
論
師
婆
藪
槃
豆
菩
薩
造
／
元
魏
天
竺
三
藏
法
師
勒
那
摩
提
共
僧
朗
等
譯

⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
婆
藪
般
豆
菩
薩
造
／
元
魏
中
天
竺
三
藏
勒
那
摩
提
共
僧
朗
等
譯

⑦
、
⑧

５

令
法
自
利
他
→
令
法
自
他
利

③
、
④
、
⑤
、
⑥

５

略
出
勒
伽
論
→
略
出
勒
伽
辯

③
、
④
、
⑤
、
⑥

５

歸
命
過
未
世
→
歸
命
過
未
來

③

　
　
　
　
　

→
歸
命
過
去
未
來
世

⑥

６

現
在
佛
菩
薩
→
現
在
一
切
佛
菩
薩

⑥（
⑦
、
⑧
は
帰
敬
頌
無
）

８

經
曰
歸
命
一
切
諸
佛
菩
薩
→
〔
無
〕

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

〔
無
〕
→
妙
法
蓮
華
經
序
品
第
一

②
、
④
、
⑤

　
　

 

→
序
品
第
一

③
、
⑥

９

一
時
佛
住
→
一
時
佛
在

③

　
　
　
　

→
一
時
婆
伽
婆
佛
住

⑥
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１ウ・

５

大
辨
財
樂
說
→
大
辯
才
樂
說

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

５

轉
不
退
轉
法
輪
→
轉
不
退
法
輪

⑥
、
⑦
、
⑧

９

論
曰
→
釋
曰

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

→
〔
無
〕

⑦
、
⑧

９

此
法
門
中
→
此
經
法
門

③
、
④
、
⑤

　

　
　
　
　

→
此
法
門

⑥

９

明
七
種
功
德
→
示
現
七
種
功
德

③
、
④
、
⑤

９
〔
無
〕
→
此
義
應
知

③
、
④
、
⑤

　
　

 

→
應
知

⑥
、
⑦

２オ・

１

所
依
說
法
隨
順
威
儀
→
依
所
說
法
威
儀
隨
順

③
、
④
、
⑤

１

依
上
）
11
（

說
因
→
依
止
說
因

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥

２

欲
聞
法
現
前
→
現
前
欲
聞
法

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

２

文
殊
師
利
→
文
殊
師
利
菩
薩

③

３

又
序
分
→
序
分

②
、
③
、
④
、
⑤

３

此
法
門
中
→
此
法
門

⑦
、
⑧

３

二
種
勝
義
→
二
種
義

⑥
、
⑦
、
⑧

４

應
知
→
此
義
應
知

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

→
〔
無
〕

⑦
、
⑧

４

一
者
示
現
→
一
者

⑥
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４

一
切
諸
法
→
諸
法

③
、
④
、
⑤

４

最
勝
義
成
就
故
→
最
勝
義
成
就

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　

→
最
勝
成
就
故

⑦
、
⑧

５

功
德
義
成
就
故
→
功
德
義
成
就

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　

→
功
德
成
就
故

⑦
、
⑧

６

諸
餘
一
切
城
舍
→
諸
餘
一
切
城
舍
故

②
、
⑥
、
⑦
、
⑧

　
　
　
　
　
　

→
一
切
諸
餘
城
舍

③
、
④
、
⑤

６

諸
山
故
→
諸
山

③
、
④
、
⑤

６

顯
此
法
門
→
顯
此
法

⑥

　
　
　
　

→
〔
無
〕

⑦
、
⑧

７

最
勝
義
故
→
〔
無
〕

⑦
、
⑧

７

如
是
我
聞
一
時
佛
住
→
婆
伽
婆
住

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　

→
婆
伽
婆
佛
住

⑥

８

四
種
義
成
就
→
四
種
義
故
成
就
示
現

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　

→
四
種
義
成
就
示
現

⑥

８

應
知
→
〔
無
〕

⑦
、
⑧

10

如
法
成
就
→
如
法
住
成
就

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

10

一
數
成
就
→
數
成
就

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

10

謂
大
衆
→
諸
大
衆

③
、
④
、
⑤
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10

二
行
成
就
→
行
成
就

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

２ウ・
１

一
者
諸
聲
聞
→
一
者
謂
諸
聲
聞

③
、
④
、
⑤
、
⑥

１

二
者
諸
菩
薩
→
二
者
謂
諸
菩
薩

③
、
④
、
⑤
、
⑥

２

三
者
諸
菩
薩
→
三
者
謂
諸
菩
薩

③
、
④
、
⑤
、
⑥

２

以
神
通
自
在
力
→
神
通
自
在

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　

→
〔
無
〕

⑦
、
⑧

３

能
脩
行
衆
行
→
能
行
衆
行

②

　
　
　
　
　

→
能
修
行
大
乘

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　
　
　

→
能
行
大
乘

⑦
、
⑧

３

如
颰
陀
婆
羅
菩
薩
等
→
如
颰
陀
婆
羅
等

②
、
⑦
、
⑧

３

十
六
賢
士
→
十
六
大
賢
士

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　

→
十
六
人

⑥
、
⑦
、
⑧

４

而
常
示
現
→
而
常
能
示
現

⑥

　
　
　
　

→
而
能
示
現

⑦
、
⑧

４

謂
優
婆
塞
→
優
婆
塞

⑦
、
⑧

５

比
丘
比
丘
尼
等
故
→
比
丘
比
丘
尼
等

③
、
④
、
⑤

５

四
者
出
家
聲
聞
人
→
四
者
謂
出
家
聲
聞

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　
　

→
四
者
出
家
人

⑦
、
⑧

６

阿
羅
漢
等
者
→
阿
羅
漢
等

③
、
④
、
⑤
、
⑥
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６

有
十
六
句
→
十
六
句

⑦
、
⑧

７

成
就
故
→
成
就

③
、
④
、
⑤

７

皆
於
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
不
退
轉
→
皆
不
退
轉
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提

⑥
、
⑦
、
⑧

７

不
退
轉
等
者
→
不
退
轉
等

③
、
④
、
⑤

８

有
十
三
句
→
十
三
句

⑦
、
⑧

８

成
就
故
→
成
就

③
、
④
、
⑤

８

阿
羅
漢
功
德
→
聲
聞
功
德

③
、
④
、
⑤

９

示
現
三
種
門
攝
義
→
三
門
攝
義
示
現

③
、
④
、
⑤

９

三
種
門
→
三
門

③
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

３オ・

１

阿
羅
漢
→
羅
漢

⑦
、
⑧

１

名
諸
漏
已
盡
→
名
爲
諸
漏
已
盡

③
、
④
、
⑤
、
⑥

２
〔
無
〕
→
諸
漏
已
盡
故
名
爲
阿
羅
漢

⑦
、
⑧

２

以
無
復
煩
惱
→
以
心
無
復
煩
惱

⑥
、
⑦
、
⑧

２

名
心
得
自
在
→
名
爲
心
得
自
在

③
、
④
、
⑤
、
⑥

３

名
心
得
自
在
→
名
爲
心
得
自
在

③
、
④
、
⑤
、
⑥

４

名
無
復
煩
惱
→
名
爲
無
復
煩
惱

③
、
④
、
⑤
、
⑥

４

以
善
得
→
已
善
得

⑦
、
⑧

５

善
得
慧
解
脫
→
慧
解
脫

⑦
、
⑧

５

名
心
善
調
伏
→
名
爲
心
善
調
伏

③
、
④
、
⑤
、
⑥
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６

應
作
者
已
作
者
→
應
作
者
作
者

②

　
　
　
　
　
　

→
應
作
者
作

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　

→
應
作
者
已
作

⑥
、
⑦
、
⑧

７

已
得
對
治
→
已
盡
對
治

⑦
、
⑧

７

煩
惱
怨
敵
→
煩
惱
之
怨
敵

③
、
④
、
⑤

８

已
成
辨
故
→
已
成
就
故

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　
　

→
已
成
故

⑦
、
⑧

９

已
應
作
→
以
應
作

③
、
④
、
⑤
、
⑥

９

已
捨
離
故
→
已
捨
故

⑦
、
⑧

10

已
逮
得
己
利
→
以
逮
得
己
利

③
、
④
、
⑤

３ウ・

３

心
得
解
脫
→
得
心
解
脫

②

　
　
　
　

→
心
解
脫

③
、
④

４

大
阿
羅
漢
等
→
大
羅
漢
等

⑦
、
⑧

４

第
一
彼
岸
→
彼
岸

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

５

大
臣
人
民
帝
釋
天
王
梵
天
王
等
→
大
臣
人
民
帝
釋
梵
天
王
等

②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
大
臣
帝
釋
梵
天
王
等

⑦
、
⑧

６

皆
知
識
故
→
皆
識
知
故

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

６

又
復
聲
聞
→
又
聲
聞

②

　
　
　
　

→
復
聲
聞

⑦
、
⑧
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６

是
勝
智
者
→
是
勝
智

⑦
、
⑧

７

皆
悉
善
知
→
皆
善
知

②
、
⑦
、
⑧

７

故
名
→
是
故
名
爲

③
、
④
、
⑤

　
　

→
是
故
名

⑥

７

揔
別
相
門
→
總
別
門

⑦
、
⑧

７

皆
是
阿
羅
漢
→
皆
是
羅
漢

⑦
、
⑧

８

十
六
句
中
→
十
六
句

③
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

　
　
　
　

→
十
六
句
等

⑥

８

初
句
是
揔
→
初
句
總

⑦
、
⑧

８

皆
是
阿
羅
漢
者
→
〔
無
〕

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　

→
皆
是
羅
漢
者

⑦
、
⑧

９

阿
羅
漢
名
之
爲
應
→
羅
漢
名

⑦
、
⑧

９

十
五
種
應
義
→
十
五
種
義

⑥
、
⑦
、
⑧

９

何
等
十
五
→
〔
無
〕

⑦
、
⑧

４オ・

２

觀
察
諸
法
→
觀
察
法

③
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

７

禪
淨
心
→
禪
靜
心

③

７

諸
神
通
→
諸
通

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

８

勝
功
德
→
功
德

⑥
、
⑦
、
⑧

９

諸
衆
生
→
諸
衆

③
、
④
、
⑤
、
⑥
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→
衆

⑦
、
⑧

９

一
切
諸
衆
生
→
一
切
衆
生

⑦
、
⑧

10

應
知
示
現
→
示
現

⑦
、
⑧

４ウ・

１

何
等
爲
十
→
〔
無
〕

⑦
、
⑧

１

斷
德
功
德
→
得
功
德

③
、
⑥
、
⑦
、
⑧

　
　
　
　

→
德
功
德

④
、
⑤

５

如
來
敎
行
→
如
來
敎
作

④
、
⑤

７

謂
依
法
→
謂
能
依
法

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　

→
依
法

⑦
、
⑧

７

如
來
故
→
如
來

③
、
④
、
⑤

９

過
愛
故
→
過
愛

③
、
④
、
⑤

　
　
　

→
過
受
故

⑦
、
⑧

10

恭
敬
故
→
恭
敬

③
、
④
、
⑤

５オ・

１

重
擔
→
重
擔
故

③
、
④
、
⑤
、
⑥

１

己
利
→
己
利
故

③
、
④
、
⑤
、
⑥

２

上
上
功
德
→
上
下
功
德

⑧

４

諸
菩
薩
功
德
成
就
者
→
彼
諸
菩
薩
功
德
成
就
者

②

　
　
　
　
　
　
　
　

→
菩
薩
功
德
成
就
者

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　

→
得
諸
菩
薩
功
德
成
就
者

⑥
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→
彼
諸
菩
薩

⑦
、
⑧

５

有
十
三
句
功
德
→
有
十
三
句

②

　
　
　
　
　
　

→
彼
十
二
句

③

　
　
　
　
　
　

→
彼
十
三
句

④
、
⑤

　
　
　
　
　
　

→
彼
十
三
句
功
德

⑥

　
　
　
　
　
　

→
十
三
句
功
德

⑦
、
⑧

５

攝
義
示
現
應
知
何
等
二
門
→
攝
應
知

⑦
、
⑧

７

比
）
11
（

義
應
知
→
此
義
應
知

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　
　

→
應
知

⑦
、
⑧

７

皆
於
阿
耨
多
羅
→
皆
得
阿
耨
多
羅

②
、
⑥

８

有
十
種
→
有
十
重

②

　
　
　

→
十
種

③
、
④
、
⑤

９

應
知
何
等
爲
十
→
此
義
應
知
何
等
爲
十

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　

→
〔
無
〕

⑦
、
⑧

10

大
辯
財
樂
說
→
大
辯
才
樂
說

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

５ウ・

１

不
退
轉
→
不
退

⑥
、
⑦
、
⑧

２

以
已
身
心
→
以
身
心

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

５

入
彼
彼
法
→
入
彼
岸
法

②

８

應
作
所
作
住
持
→
作
所
應
作

③
、
④
、
⑤
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９

名
稱
普
聞
無
量
丗
界
→
〔
無
〕

②
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

９

能
度
無
量
→
能
度
無
數

②
、
③
、
④
、
⑤

６オ・
１

因
何
等
→
以
何
等

③
、
④
、
⑤

１

於
何
等
境
界
→
何
等
境
界

⑦
、
⑧

１

應
作
所
作
→
作
所
應
作

③
、
④
、
⑤

２

八
地
以
上
→
八
地
已
上

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

４

所
作
應
作
→
作
所
應
作

③
、
④
、
⑤

６

境
界
者
易
解
→
〔
無
〕

③
、
④
、
⑤
、
⑥

６

復
更
→
又
復
更

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

→
復

⑦
、
⑧

７

諸
功
德
→
功
德

⑥
、
⑦
、
⑧

８

第
八
地
中
→
謂
第
八
地
中

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　

→
謂
八
地
中

⑥

　
　
　
　

→
八
地
者

⑦
、
⑧

８

下
者
→
下
功
者

⑥

９

不
能
動
故
→
不
能
動

③
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

10

於
第
九
地
→
第
九
地

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　

→
於
九
地

⑥
、
⑦
、
⑧

６ウ・

１

自
在
智
故
→
自
在
故

⑦
、
⑧
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１

於
第
十
地
→
第
十
地

③
、
④
、
⑤

１

轉
不
退
轉
→
不
退
轉

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

１

得
受
佛
位
→
得
佛
受
位

⑥
、
⑦
、
⑧

２

轉
輪
王
太
子
→
轉
輪
王
之
太
子

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　
　
　

→
轉
輪
王
子

⑦
、
⑧

２

功
德
義
→
功
德

⑦
、
⑧

２

三
攝
功
德
→
攝
功
德

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

３

何
等
境
界
→
何
境
界

⑦
、
⑧

４

何
等
能
辨
→
何
等
境
界
能
辨

⑥

５

我
依
度
衆
生
心
敎
化
→
依
敎
化
衆
生
心

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　

→
我
依
衆
生
心
敎
化

⑥
、
⑦
、
⑧

７

智
所
攝
→
智
攝

⑦
、
⑧

８

四
威
儀
→
威
儀

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

８

有
四
種
→
四
種

③
、
④
、
⑤

９

一
者
衆
→
一
者
四
衆

⑦
、
⑧

７オ・

２

何
等
十
七
云
何
顯
示
→
〔
無
〕

⑦
、
⑧

４

法
門
方
便
→
法
門

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

４

彼
甚
深
法
妙
境
界
故
彼
甚
深
法
→
彼
甚
深
法
妙
境
界
法
故
彼
甚
深
法

⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
彼
甚
深
妙
境
界
法
故
甚
深

⑦
、
⑧
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５

於
三
藏
㝡
勝
妙
藏
此
法
門
中
善
→
三
藏
中
最
妙
勝
藏

⑦
、
⑧

６

大
方
廣
→
大
方
廣
經

③
、
④
、
⑤

７

大
乘
法
門
→
大
乘
門
中
善
成
就
故

③
、
④
、
⑤

　

　
　
　
　

→
大
乘
門

⑥
、
⑦
、
⑧

７

隨
順
衆
生
→
隨
衆
生

⑥
、
⑦
、
⑧

８

以
爲
教
化
→
爲
教
化

⑦
、
⑧

８

隨
順
法
器
善
→
隨
器
法

⑦
、
⑧

９

依
佛
如
來
→
以
依
如
來

③
、
④
、
⑤

10

唯
佛
如
來
知
故
→
唯
佛
知
故

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　

→
如
來
知
故

⑦
、
⑧

10

一
切
諸
佛
之
藏
→
一
切
佛
之
藏

⑥

　
　
　
　
　
　

→
一
切
佛
藏

⑦
、
⑧

７ウ・

２

祕
密
處
→
密
處

⑦
、
⑧

２

以
根
夫
）
11
（

熟
→
以
根
未
熟

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　
　

→
根
未
熟

⑦
、
⑧

２

衆
生
等
非
受
法
器
→
衆
生
非
法
器

⑦
、
⑧

２

不
授
與
→
不
受
與

②

　
　
　

→
不
與

⑦
、
⑧

３

諸
佛
經
者
→
諸
佛
者

⑦
、
⑧
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３

聞
此
法
門
→
〔
無
〕

②

３

能
成
諸
佛
大
菩
提
→
能
成
佛
菩
提

⑦
、
⑧

４

諸
佛
道
場
→
諸
佛
之
道
場

③
、
④
、
⑤
、
⑥

４

聞
此
法
門
→
以
此
法
門

③
、
④
、
⑤

４

能
成
諸
佛
→
能
成

⑦
、
⑧

６

以
此
法
門
→
此
法
門

⑦
、
⑧

６

障
礙
→
障

⑦
、
⑧

７

舍
利
經
→
舍
利

③
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

７

眞
如
→
眞
實

③
、
④
、
⑤

８

不
毀
壞
→
不
敗
壞

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　

→
不
壞

⑦
、
⑧

10

諸
善
法
→
法

⑦
、
⑧

10

以
此
法
門
→
此
法
門

⑦
、
⑧

８オ・

１

彼
二
乘
道
→
二
乘

⑦
、
⑧

２

此
法
門
→
以
此
法
門

③
、
④
、
⑤
、
⑥

２

如
來
→
諸
佛
如
來

③
、
④
、
⑤

３

妙
法
蓮
華
→
妙
法
蓮
華
經

③
、
④
、
⑤

３

何
等
二
種
→
何
等
爲
二
種

⑥

４

以
不
可
盡
→
不
可
盡

⑦
、
⑧
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４

復
→
又
復

③
、
④
、
⑤
、
⑥

５

如
蓮
華
出
泥
水
→
如
彼
蓮
華
出
於
泥
水

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　
　
　
　

→
蓮
華
出
泥
水

⑦
、
⑧

５

得
入
如
來
→
入
如
來

⑦
、
⑧

６

如
來
無
上
→
無
上

⑦
、
⑧

６

得
證
如
來
→
證
如
來

⑦
、
⑧

７

深
蜜
藏
→
深
密
藏

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　

→
密
藏

⑦
、
⑧

７

二
者
華
開
義
→
二
華
開
義

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　

→
二
華
開
義
者

⑥

　
　
　
　
　

→
二
華
開
者

⑦
、
⑧

７

以
諸
衆
生
於
大
乘
中
其
心
→
衆
於
大
乘
中
心

⑦
、
⑧

８

信
是
故
→
信
故

⑦
、
⑧

８

諸
佛
如
來
→
如
來

⑦
、
⑧

９

㝡
勝
法
門
→
最
上
法
門

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　
　

→
法
門

⑦
、
⑧

10

頻
婆
羅
→
有
頻
婆
羅

③
、
④
、
⑤

10

舒
盧
迦
〈
亦
偈
／
云
〉
→
舒
盧
迦

②
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
舒
盧
迦
偈

③
、
⑥
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→
偈

⑦
、
⑧

８ウ・
１

法
門
者
是
揔
餘
句
是
別
故
→
法
門
是
總
餘
句
是
別

③
、
④
、
⑤

２

如
是
等
故
→
如
是
等

⑦
、
⑧

２

所
依
說
法
隨
順
威
儀
→
依
所
說
法
威
儀
隨
順

③
、
④
、
⑤

３

何
等
法
→
何
等
何
等
法

③
、
④
、
⑤

３

一
者
→
一

⑦
、
⑧

４

故
以
三
昧
→
以
三
昧

③

　
　
　
　

→
三
昧

④
、
⑤

４

二
種
法
→
二
種

③
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

４

何
等
爲
二
→
〔
無
〕

③
、
④
、
⑤

５

諸
障
礙
→
障

③
、
④
、
⑤

　
　
　

→
諸
障

⑥
、
⑦
、
⑧

６

復
有
示
現
二
種
→
有
二
種

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

６

一
爲
隨
順
→
一
者
隨
順

⑥

　
　
　
　

→
一
者
爲
隨
順

⑦
、
⑧

７

不
見
對
治
→
示
現
對
治

⑦
、
⑧

７

二
爲
→
二
者
爲

⑥
、
⑦
、
⑧

８

佛
說
此
經
已
→
佛
說
此
經
名
已

⑥

　
　
　
　
　

→
說
此
經
已

⑦
、
⑧
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８

結
跏
趺
坐
→
結
加
趺
坐

④

９

三
昧
等
故
→
三
昧
身
心
不
動
如
是
等
故

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　
　

→
三
昧
等

⑦
、
⑧

９

二
者
→
二

⑥
、
⑦
、
⑧

９

三
者
→
三

⑦
、
⑧

10

振
動
→
震
動

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

10

歡
喜
→
歡
欣

⑥

10

事
等
故
→
事
如
是
等
故

③
、
④
、
⑤

９オ・

１

曼
陀
羅
華
→
曼
荼
羅
華

②

１

乃
至
→
次
第
乃
至

③
、
④
、
⑤

２

彼
諸
大
衆
現
見
→
爲
諸
大
衆
示
現

③
、
④
、
⑤

２

不
可
思
議
事
→
不
思
議
事

③
、
④
、
⑤

２

如
來
今
者
應
爲
我
說
渴
仰
欲
聞
生
希
有
心
→	

大
衆
見
已
生
希
有
心
渴
仰
欲
聞
生
如
是
念
如
來
今
者
應
爲
我
說
故

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→	

大
衆
見
已
生
希
有
心
渴
仰
欲
聞
生
如
是
念
如
來
今
者
應
爲
我
說
故
如

來
應
爲
我
說
渴
仰
欲
聞
生
希
有
心
故

⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
如
來
應
爲
我
說
渴
仰
欲
聞
生
希
有
心

⑦
、
⑧

　
　

４

如
來
放
大
光
明
→
放
大
光
明

⑦
、
⑧

　
　

４

諸
世
界
中
種
種
事
故
→
他
方
諸
世
界
中
種
種
諸
事
故

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

４

先
爲
大
衆
示
現
→
先
示
現

②
、
⑦
、
⑧
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５

次
示
現
→
次
爲
示
現

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

５

此
法
門
中
→
此
法
門

⑦
、
⑧

　
　

５

甚
深
微
密
法
故
→
甚
深
微
密
之
法

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　

→
甚
深
微
密
之
法
故

⑥

　
　
　
　
　
　

→
深
密
法
故

⑦
、
⑧

　
　

６

種
種
無
量
→
種
種
量

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

　
　

９

得
果
故
→
得
果

③
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

９ウ・

１

食
住
→
食

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

１

修
行
→
明
修
行

⑦
、
⑧

　
　

２

乃
至
→
次
第
乃
至

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

３

四
攝
取
法
→
四
攝
法

②
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

３

應
知
→
此
義
應
知

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

３

如
經
所
說
→
如
經
中
說

⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

４

當
自
推
取
→
自
當
推
取

④
）
11
（

　
　
　
　

→
當
推
取

⑦
、
⑧

　
　

４

自
此
已
下
→
自
此
以
下

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

４

現
前
欲
聞
法
→
欲
聞
現
前
法

③

　
　
　
　
　

→
欲
聞
現
前

④
、
⑤

　
　

５

一
人
者
→
一
人

⑦
、
⑧
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６

隨
順
於
法
→
隨
順
法

⑦
、
⑧

　
　

７

神
變
相
→
神
變
相
者

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

７

何
等
現
義
→
何
等
義

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

７

爲
現
大
相
因
故
爲
→
爲
說
大
法
故
現
大
相
以
爲
說
因

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

７

現
大
相
者
→
大
相
者

⑦
、
⑧

　
　

８

如
來
所
得
→
所
得

⑦
、
⑧

　
　

９

文
字
章
句
→
文
句

⑦
、
⑧

　
　

９

二
種
義
是
→
二
種
法

⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

９

仰
推
文
殊
→
推
文
殊

⑦
、
⑧

　
　

10

何
等
爲
二
→
〔
無
〕

⑦
、
⑧

　
　

10

見
諸
法
故
→
見
諸
法

⑦
、
⑧

　
　

10

唯
自
心
→
唯
自
內
心

③
、
④
、
⑤

　
　
　

→
自
心

⑦
、
⑧

１0オ・

１

瑞
相
→
諸
瑞
相

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

１

示
現
→
以
爲
示
現

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

１

彼
彼
事
故
→
彼
彼
事

⑦
、
⑧

　
　

２

事
相
現
→
事
現

⑦
、
⑧

　
　

２

應
知
→
應
當
善
知

③
、
④
、
⑤

　
　

４

有
二
種
→
此
有
二
種

③
、
④
、
⑤
、
⑥
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５

成
就
→
成
就
故

③
、
④
、
⑤

　
　

５

又
緣
因
成
就
者
→
復
有
因
謂
緣
因
故
緣
因
成
就
者

②

　
　
　
　
　
　

→
又
復
有
因
謂
緣
因
故
緣
因
成
就
者

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　

→
又
復
有
因
謂
緣
因
因
成
就
者

⑥

　
　
　
　
　
　

→
因
緣
者

⑦
、
⑧

　
　

５

衆
相
具
足
也
→
衆
相
具
足
故

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　

→
相
也

⑦
、
⑧

　
　

５

果
成
就
者
→
果
者

⑦
、
⑧

　
　

６

說
大
法
故
也
→
說
大
法
故

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　

→
說
大
法
也

②
、
⑥

　
　
　
　
　

→
說
大
法

⑦
、
⑧

　
　

６

佛
國
土
者
→
異
異
佛
國
土
者

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　

→
異
佛
國
土
者

⑥

　
　

６

示
現
彼
佛
國
土
→
爲
此
示
現
彼
國
土

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　
　
　
　

→
示
現
彼
國
土

⑦
、
⑧

　
　

７

差
別
→
異
異
差
別

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

７

謂
無
煩
惱
→
無
煩
惱

⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

７

住
處
故
→
住
處

③
、
④
、
⑤

　
　

８

乃
至
→
次
第
乃
至

③
、
④
、
⑤
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９

以
彼
如
來
→
以
如
來

⑦
、
⑧

　
　

10

諸
大
衆
→
一
切
大
衆

⑥
、
⑦
、
⑧

１0ウ・
１

自
此
已
下
→
自
此
以
下

④
、
⑤

　
　

１

明
聖
者
→
次
明
聖
者

③
、
④
、
⑤

　
　

１

文
殊
師
利
菩
薩
→
文
殊
師
利

③
、
④
、
⑤

　
　

２

因
相
果
相
→
因
果
相

⑦
、
⑧

　
　

２

十
種
事
→
十
事

③
、
④
、
⑤

　
　

３

彌
勒
菩
薩
→
彌
勒

⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

３

現
見
過
去
因
相
者
→
云
何
現
見
過
去
因
相
謂

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　
　

→
云
何
現
見
過
去
因
相
者
謂

⑥

　
　

３

文
殊
師
利
自
見
己
身
曾
於
彼
彼
→
自
見
己
身
於
彼

⑦
、
⑧

　
　

４

諸
佛
國
土
中
修
→
諸
佛
佛
國
土
中
修

②

　
　
　
　
　
　

→
諸
國
土
中
處
處
修
行

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　

→
諸
佛
國
土
中
處
處
修
行

⑥

　
　

４

現
見
過
去
果
相
者
→
云
何
現
見
過
去
果
相
謂

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

５

過
去
世
→
過
去

⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

６

成
就
十
種
事
者
何
等
爲
十
→
何
等
名
爲
成
就
十
事

③
、
④
、
⑤

　
　

８

甚
深
意
→
意
甚
深

③
、
④
、
⑤

　
　

10

轉
法
輪
→
法
輪

⑦
、
⑧
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１１オ・

３

應
知
→
此
義
應
知
何
等
爲
人

③

　
　

→
此
義
應
知
何
等
爲
八

④
、
⑤

　
　

３

欲
論
大
法
→
欲
轉
大
法
輪

⑦
、
⑧

　
　

５

大
法
燈
→
大
法
炬

⑥

　
　

６

欲
示
現
→
示
現

⑦
、
⑧

　
　

６

欲
說
大
法
→
欲
論
大
法

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

６

何
者
→
何
等

③
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

　
　

７

名
爲
→
爲

⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

７

謂
有
疑
者
爲
→
謂
疑
者

⑦
、
⑧

　
　

７

已
斷
疑
者
→
以
斷
疑
者

②

　
　

８

彼
智
身
→
智
身

⑦
、
⑧

　
　

８

根
淳
熟
→
根
熟

⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

８

微
密
→
密

⑦
、
⑧

　
　

８

一
謂
聲
聞
密
→
一
者
聲
聞
歓
喜

③

　
　
　
　
　

→
一
者
聲
聞
微
密

④
、
⑤

　
　
　
　
　

→
一
者
謂
聲
聞
密

⑥

　
　
　
　
　

→
謂
聲
聞
密

⑦
、
⑧

　
　

９

二
謂
菩
薩
密
→
二
者
菩
薩
微
密

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　

→
二
者
菩
薩
密

⑥
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→
菩
薩
密

⑦
、
⑧

　
　

９

大
法
皷
者
→
大
法
鼓

⑦
、
⑧

　
　

10

令
進
取
→
令
彼
進
取

③
、
④
、
⑤

　
　

10

取
上
上
→
進
取
上
上

③
、
④
、
⑤

１１ウ・

１

令
進
取
→
令
彼
進
取

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　
　

→
進
取

⑦
、
⑧

　
　

１

一
切
種
智
得
現
見
→
一
切
智
得
現
見

②

　
　
　
　
　
　
　

→
一
切
智
現
見

⑦
、
⑧

　
　

１

取
一
切
智
現
見
→
令
彼
進
取
一
切
種
智
得
現
見

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

４

章
句
意
→
章
句
義

③

　
　

４

成
就
者
說
大
敎
故
→
成
就
者

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

　
　
　
　
　
　
　

→
成
就
故

⑦
、
⑧

　
　

５

乃
至
→
次
第
乃
至

③
、
④
、
⑤

　
　

５

以
無
量
→
無
量

⑦
、
⑧

　
　

７

復
示
現
五
種
劫
→
又
復
示
現
五
種
劫
故

③
、
④
、
⑤

　
　

７

一
者
夜
二
者
晝
三
者
月
四
者
時
五
者
年
→
所
謂
一
夜
二
晝
三
月
四
時
五
年

③
、
④
、
⑤

　
　

８

彼
無
量
無
邊
劫
→
無
量
無
邊
諸
劫

③

　
　
　
　
　
　

→
無
量
無
邊
諸
法

④
、
⑤

　
　

10

乃
至
→
次
第
乃
至

③
、
④
、
⑤
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10

得
→
令
得

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

10

成
就
→
成

③
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧

１２オ・
１

以
諸
佛
菩
薩
自
受
用
示
現
→
示
現
諸
佛
及
諸
菩
薩
自
受
用

③
、
④
、
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→
以
示
現
諸
佛
及
諸
菩
薩
自
受
用
示
現

⑥

　
　

２

乃
至
→
次
第
乃
至

③
、
④
、
⑤

　
　

４

不
生
疲
倦
心
→
心
不
疲
倦

③
、
④
、
⑤

　
　

５

乃
至
→
次
第
乃
至

③
、
④
、
⑤

　
　

８

善
賢
實
→
賢
實

⑦
、
⑧

　
　

９

說
故
→
說
法
故

⑦
、
⑧

　
　

10

乃
至
→
次
第
乃
至

③
、
④
、
⑤

　
　

10

令
其
堅
固
→
令
堅
固

③
、
④
、
⑤

１２ウ・

１

菩
提
故
→
菩
提
心
故

③
、
④
、
⑤

　
　

１

現
見
進
入
→
現
見
能
進
入

③
、
④
、
⑤
、
⑥

　
　

２

乃
至
→
次
第
乃
至

③
、
④
、
⑤

　
　

４

乃
至
→
次
第
乃
至

③
、
④
、
⑤

　
　

５

文
殊
自
身
→
自
身

③
、
④
、
⑤
、
⑥
、
⑦
、
⑧

　
　

５

乃
至
→
次
第
乃
至

③
、
④
、
⑤

　
　

６

彼
過
去
事
→
過
去
事

⑦
、
⑧

　
　

６

復
示
現
得
彼
法
具
足
故
→
又
復
示
現
今
得
彼
法
皆
具
足
故

②
、
④
、
⑤
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→
又
復
示
現
今
得
彼
法
具
足
故

③

〔
無
〕
→	

又
依
義
攝
三
故
一
與
說
故
如
經
今
佛
世
尊
欲
說
大
法
等
故
二
成
如
實
說
故
如
經
我
於
過
去
曾
見
等
故
三

令
待
說
故
如
經
諸
人
今
當
知
等
故

④
、
⑤

〔
無
〕
→
自
此
已
下
示
現
所
說
法
因
果
相
應
知

③
、
④
、
⑤
、
⑥

お
わ
り
に

　

以
上
、
方
便
品
釈
の
前
ま
で
を
対
照
範
囲
と
し
て
、
正
法
三
年
版
と
、
清
水
国
訳
、
鉄
眼
版
菩
提
留
支
訳・

勒
那
摩
提
訳
、
縮
蔵
菩
提
留
支
訳・

勒

那
摩
提
訳
、
卍
字
蔵
菩
提
留
支
訳・
勒
那
摩
提
訳
の
七
本
の
テ
ク
ス
ト
と
の
対
照
を
行
っ
た
。
右
の
対
照
に
よ
っ
て
判
然
と
す
る
よ
う
に
、
正
法
三
年

版
と
清
水
国
訳
と
の
字
句
の
相
異
は
、
他
の
六
本
の
テ
ク
ス
ト
と
比
べ
て
極
め
て
少
な
く
、
本
稿
に
お
い
て
は
冒
頭
よ
り
問
題
と
し
て
い
た
正
法
三
年

版
一
丁
表
の
「
經
曰
歸
命
一
切
諸
佛
菩
薩
」
の
一
文
の
有
無
や
一
丁
裏
の
「
論
曰
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
正
法
三
年
版
と
清
水
国
訳
の
み
が
合
致
し
、

他
の
六
本
の
テ
ク
ス
ト
と
は
字
句
が
異
な
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
清
水
梁
山
氏
が
「
主
と
し
て
第
二
訳
の
本
に
拠
れ
ど
も
亦
第
一
訳
を

も
参
照
し
、
及
び
更
に
二
本
の
異
本
を
も
考
へ
て
、
務
め
て
意
義
の
通
利
な
る
も
の
を
取
れ
り
）
11
（

」
と
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
正
法
三
年
版
と
清
水
国
訳

両
者
に
異
な
り
は
み
ら
れ
る
が
、
清
水
梁
山
氏
が
底
本
と
し
て
用
い
た
「
第
二
訳
」（
菩
提
留
支
訳
）
と
は
、
す
な
わ
ち
正
保
三
年
版
（
菩
提
流
支
訳
）

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
一
方
、
こ
の
正
法
三
年
版
と
と
も
に
参
照
し
た
「
第
一
訳
」（
勒
那
摩
提
訳
）、
お
よ
び
異
本
が
ど
の
テ
ク
ス
ト
を
指

す
か
は
、
右
の
対
照
か
ら
は
断
定
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
鉄
眼
版
よ
り
も
縮
蔵
、
卍
字
蔵
の
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
国
訳
に
先

立
っ
て
発
表
さ
れ
た
論
考
に
お
い
て
用
い
た
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
か
ら
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
正
保
三
年
版
の
版
本
自
体
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
右
の
対
照
表
に
お
い
て
縮
蔵
の
菩
提
留
支
訳
、
勒
那
摩
提
訳
そ
れ
ぞ
れ
と
の
相
違
箇
所
は

ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
が
、
現
行
本
の
菩
提
留
支
訳
と
勒
那
摩
提
訳
両
訳
に
お
け
る
大
き
な
相
違
点
と
正
保
三
年
版
の
当
該
箇
所
を
挙
げ
る
と
左
の
如
く
に
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な
る

）
11
（

。菩
提
留
支
訳　

釋
曰

）
1（
（

勒
那
摩
提
訳　

論
曰
自
此
已
下
示
現
所
說
法
因
果
相
應
知
如
經

）
11
（

正
保
三
年
版　

論
曰
自
此
已
下
示
現
所
說
法
因
果
相
應
知

）
11
（

菩
提
留
支
訳　

與
二
種
法
令
彼
成
就
何
等
爲
二
一
與
證
法
二
與
說
法
一
與
證
法
令
成
就
者
謂

）
11
（

勒
那
摩
提
訳　

〔
無
〕

正
保
三
年
版　

與
二
種
法
令
彼
成
就
何
等
爲
二
一
與
證
法
二
與
說
法
一
與
證
法
令
成
就
者
謂
）
11
（

菩
提
留
支
訳　

示
現
有
八
一
者
塔
二
者
量
三
者
略
四
者
住
持
五
者
示
現
無
量
佛
六
者
離
穢
七
者
多
寶
八
者
同
一
塔
坐

）
11
（

勒
那
摩
提
訳　

〔
無
〕

正
保
三
年
版　

示
現
有
八
種
一
者
塔
二
者
量
三
者
略
四
者
住
持
五
者
示
現
無
量
佛
六
者
離
穢
七
者
多
寶
八
者
同
一
塔
坐
）
11
（

　

こ
れ
よ
り
現
行
本
と
の
比
較
の
上
に
お
い
て
は
、
正
保
三
年
版
は
菩
提
留
支
訳
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
菩
提
留
支
訳
の
特
徴
を
有
す
る
箇
所
も
あ
れ

ば
、
勒
那
摩
提
訳
の
特
徴
を
有
す
る
箇
所
も
あ
り
、
双
方
が
複
雑
に
混
ざ
り
合
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
保
三
年

版
す
な
わ
ち
寛
永
二
年
版
よ
り
寛
文
九
年
の
「
法
華
宗
門
書
堂
」
版
に
至
る
版
本
は
現
行
本
と
は
全
く
別
系
統
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
明
瞭

と
な
ろ
う
）
11
（

。
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以
上
の
考
察
よ
り
、
大
蔵
経
所
収
テ
ク
ス
ト
と
は
別
系
統
の
テ
ク
ス
ト
が
、
近
世
日
本
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
古
活

字
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
正
保
三
年
よ
り
整
版
と
し
て
刊
記
部
分
を
改
め
て
刊
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
刊
行

の
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
論
』、
並
び
に
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
刊
行
の
『
法
華
論
疏
』
両
書
に
お
い
て
用
い
ら
れ
補
入
さ
れ
て
い
る
）
11
（

こ
と
か
ら
も
、

『
法
華
論
』
の
基
本
テ
ク
ス
ト
と
し
て
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
形
で
、
近
代
初
頭
の
国
訳
に
お

い
て
も
同
版
本
が
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
版
本
『
法
華
論
』
は
、
従
来
の
『
法
華
論
』
研
究
に
お
い
て
も
、
ま
た
『
法
華
論
』
注
釈
書
の
研
究
に
お
い
て
も
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
嫌
い
が
あ

る
が
）
11
（

、
吉
蔵
以
降
の
『
法
華
論
』
注
釈
書
の
依
拠
し
た
テ
ク
ス
ト
と
の
関
連
も
含
め
、『
法
華
論
』
の
研
究
に
お
い
て
極
め
て
大
き
な
資
料
価
値
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
１
）	

金
炳
坤・

桑
名
法
晃
「
義
寂
釈
義
一
撰
『
法
華
経
論
述
記
』
の
文
献
学
的
研
究
⑴
」『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
一
五
号
、
二
〇
一
四
、
三
八
頁
。
修
正
を
含
む
。

（
２
）	

清
水
梁
山
「
国
訳
妙
法
蓮
華
経
優
婆
提
舎
」
国
民
文
庫
刊
行
会
編
『
国
訳
大
蔵
経　

論
部
第
五
巻
』
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
二
、
二
頁
。

（
３
）	

塩
田
義
遜
「
法
華
論
の
研
究
」『
棲
神
』
第
二
八
号
、
一
九
四
三
、
三
―
四
頁
。

（
４
）	

金
炳
坤
「
流
布
本
『
妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎
』
考
」『
宗
教
研
究
』
第
九
〇
巻
別
冊
、
二
〇
一
七
、
三
〇
六
―
三
〇
七
頁
。

（
５
）	

ま
た
、
近
年
、
日
本
に
現
存
す
る
古
写
経
へ
の
注
目
が
高
ま
り
、
そ
の
重
要
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。『
法
華
論
』
に
つ
い
て
も
複
数
の
古
写
本
の
存
在
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会
編
集
『
日
本
現
存
八
種
一
切
経
対
照
目
録
』
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
六
、
一
八
四
頁
に
よ
れ
ば
、
菩
提
留
支
訳
に
つ
い
て
は
、「
聖
語
蔵
」、「
興
聖
寺
」
に
上
下
巻
と
も
に
「
状
態
の
良
い
写
本
」
が
、「
七
寺
」
に
上

下
巻
と
も
に
「
破
損
の
あ
る
写
本
」
が
、「
金
剛
寺
」
に
上
巻
の
み
「
破
損
の
あ
る
写
本
」
が
、「
新
宮
寺
」
に
下
巻
の
み
「
状
態
の
良
い
写
本
」
が
現
存
す
る
。
ま
た
、

勒
那
摩
提
訳
に
つ
い
て
は
、「
聖
語
蔵
」、「
七
寺
」、「
興
聖
寺
」、「
松
尾
社
」
に
「
状
態
の
良
い
写
本
」
が
現
存
す
る
。
た
だ
、
こ
の
菩
提
留
支
訳
の
中
、
冒
頭
部
分
を

確
認
し
得
た
「
聖
語
蔵
」、「
金
剛
寺
」
に
、
Ⅲ
の
「
経
曰
帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩
」
の
一
文
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

（
６
）	

冠
賢
一
『
近
世
日
蓮
宗
出
版
史
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
三
、
二
三
、
八
七
頁
。

（
７
）	

右
同
九
〇
―
九
一
頁
。
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（
８
）	

右
同
九
五
頁
。

（
９
）	
右
同
。

（
10
）	
右
同
九
〇
頁
。

（
11
）	
右
同
二
六
頁
。

（
12
）	

岡
雅
彦
他
編
『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年
表
』
天
正
十
九
年
―
明
暦
四
年
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
、
九
七
頁
。

（
13
）	

右
同
「
凡
例
」
⑹
頁
参
照
。

（
14
）	

長
澤
規
矩
也
「
叡
山
活
字
版
に
つ
い
て
」『
書
誌
学
』
復
刊
新
六
号
、
一
九
六
六
、
三
四
頁
。

（
15
）	

宗
政
五
十
緒
『
近
世
京
都
出
版
文
化
の
研
究
』
同
朋
舎
、
一
九
八
二
、
四
頁
。

（
16
）	

以
上
が
、
Ⅲ
の
一
文
を
有
す
る
版
本
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
近
世
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
天
海
版
大
蔵
経
に
『
法
華
論
』
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
松
永
知

海
編
『
東
叡
山
寛
永
寺
天
海
版
一
切
経
目
録
』
佛
教
大
学
松
永
研
究
室
、
一
九
九
九
に
は
左
の
如
く
記
載
さ
れ
て
い
る
（
七
三
頁
）。

	

　
　

経
典
番
号
五
七
五　

法
宝
番
号
五
七
一

	

　
　

妙
法
蓮
華
経
論
優
波
提
舎
論
本
内
広
略
倶
備　

大
乗
論
師
婆
薮
槃
豆

	

　
　

菩
薩
造
元
魏
天
竺
三
蔵
法
師
勒
那
摩
提
共
僧
朗
等
訳

	

　
　

一
巻　

虚
十
一　

三
三
紙　

音
釈
。
正
保
二
年
願
文
。

	

　
　

経
典
番
号
五
七
六　

法
宝
番
号
五
七
二

	

　
　

妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎　

大
乗
論
師
婆
薮
槃
豆
釈
元
魏
北
天
竺
三
蔵
法

	

　
　

師
菩
提
留
支
共
沙
門
曇
林
等
訳

	

　
　

妙
法
蓮
華
経
優
波
提
舎

	

　
　

一
巻　

堂
一　

一
六
紙　

音
釈
。

	

　

ま
た
、『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年
表
』
に
は
左
の
如
く
あ
る
（
二
九
四
頁
）。

	

　
　

◎
妙
法
蓮
華
経
論
優
波
提
舎
論
本
内
広
略
俱
備
（
天
海
版
）　

一
巻

	

　
　
［
著
者
］
婆
藪
槃
豆
菩
薩
造
、（
元
魏
）
勒
那
摩
提
僧
朗
等
共
訳

	

　
　
［
刊
記
］
正
保
二
年
乙
酉
暦
三
月
十
四
日
／
経
館
分
職
林
氏
倖
粛
花
渓
居
士
／
使
剞
劂
氏
而
鋟
之
梓

	

　
　
［
所
蔵
］『
松
永
目
録
』
図
版
５
７
５

	

　

右
『
松
永
目
録
』
と
は
、
松
永
知
海
編
『
東
叡
山
寛
永
寺
天
海
版
一
切
経
願
文
集
』
一
九
頁
掲
載
の
図
版
を
指
し
て
い
る
。

	

　

天
海
版
は
、寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
よ
り
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
に
か
け
て
刊
行
し
た
日
本
最
初
の
「
一
切
経
」
で
あ
る
。
底
本
は
宋
思
渓
版
蔵
経
で
、一
部
は
元
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杭
州
版
と
明
万
暦
版
を
用
い
、木
活
字
を
使
用
す
る
。
一
紙
二
十
四
行
、一
行
十
七
字
、六
行
ご
と
に
少
し
広
め
に
行
間
を
と
り
、装
訂
を
折
本
と
す
る
。
第
十
二
行
と
第

十
三
行
と
の
問
の
版
心
に
は
経
典
名
と
千
字
文
巻
次
と
丁
数
と
を
記
し
て
い
る（
井
上
宗
雄
他
編
著
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
岩
波
書
店
、一
九
九
九
、四
〇
七
頁
）。

	
　

日
本
に
お
け
る
大
蔵
経
の
開
版
は
、
右
の
天
海
版
大
蔵
経
、
そ
れ
に
続
く
鉄
眼
版
大
蔵
経
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
大
蔵
経
の
開
版
と
し
て
宗
存
版
の
存
在
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
高
麗
版
を
主
要
底
本
と
し
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
か
ら
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
四
〇
種
の
版
本
が
現

存
す
る
が
、
そ
の
中
に
『
法
華
論
』
は
な
く
、
ま
た
全
蔵
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
果
た
し
て
一
切
経
の
刊
行
を
完
遂
し
た
か
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
そ
こ
に
『
法
華
論
』

が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
高
麗
版
を
底
本
と
す
る
宗
存
版
に
寛
永
二
年
版
と
の
直
接
的
な
繫
が
り
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
別
系
統
の
版
本
乃
至
写
本
の
存
在
を

追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
17
）	

本
文
に
て
挙
げ
た
ほ
か
に
、
立
正
大
学
図
書
館
に
は
、
正
保
三
年
版
が
三
本
（
資
料
請
求
番
号
Ａ
七
三―

一
六
六
、
Ａ
七
三―

一
〇
三
、
Ａ
七
三―

一
〇
四
）、
寛
文
九
年

「
法
華
宗
門
書
堂
」
版
が
二
本
（
資
料
請
求
番
号
Ａ
七
三―

一
〇
五
、
Ａ
七
三―

一
〇
五
）
所
蔵
さ
れ
る
。

（
18
）	「
国
訳
法
華
論
開
題
」（『
国
訳
大
蔵
経　

論
部
第
五
巻
』）
七
頁
。

（
19
）	

右
同
五
頁
。

（
20
）	

右
同
六
頁
。

（
21
）	『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』
往
六
、
弘
教
書
院
、
一
八
八
五
。
本
縮
蔵
は
、
高
麗
蔵
を
底
本
と
し
、
宋・

元・

明
（
黄
檗
蔵
）
を
対
校
本
と
し
て
校
合
を
行
っ
て
い
る
。

（
22
）	『
大
日
本
校
訂
訓
点
大
蔵
経
』
第
二
二
套
、
蔵
経
書
院
、
一
九
〇
四
。
本
卍
字
蔵
は
、
忍
澂
が
建
仁
寺
所
蔵
の
高
麗
再
雕
本
と
対
校
し
た
黄
檗
蔵
を
底
本
と
す
る
。

（
23
）	「
天
親
の
法
華
経
観
」『
大
崎
学
報
』
第
三
八
号
、
一
九
一
五
、
四
頁
。

（
24
）	

こ
こ
で
は
、
藤
田
宏
達
氏
の
研
究
、『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
、「
浄
土
三
部
経
の
日
本
古
写
経
」『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇
七

を
参
考
に
し
た
。

（
25
）	

正
保
三
年
版
か
ら
寛
文
九
年
版
ま
で
確
認
し
得
た
版
本
で
は
み
な
「
上
」
の
字
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
版
が
同
一
版
木
を
用
い
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
本
文
中
に

て
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
誤
字
脱
字
等
の
補
填
は
必
ず
し
も
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
箇
所
は
、
今
回
確
認
し
得
た
全
て
の
寛
永
二
年
版

に
お
い
て
も
「
上
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
寛
永
二
年
版
を
底
本
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
26
）	

前
出
の
「
上
」
と
同
様
、
寛
永
二
年
版
に
お
い
て
も
「
比
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
27
）	

本
箇
所
は
、
寛
永
二
年
版
で
は
「
未
」
と
な
っ
て
い
た
。

（
28
）	

④
縮
蔵
菩
提
留
支
訳
と
⑤
卍
字
蔵
菩
提
留
支
訳
と
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
対
照
を
行
っ
た
範
囲
に
お
い
て
は
、
本
箇
所
と
八
丁
裏
の
二
箇
所
の
み
の
異
な
り
で
、
ほ
か
は

異
体
字
の
相
異
が
若
干
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

（
29
）	「
国
訳
法
華
論
開
題
」『
国
訳
大
蔵
経　

論
部
第
五
巻
』
七
頁
。

（
30
）	

こ
こ
で
い
う
大
き
な
相
違
点
と
は
、
一
〇
字
以
上
字
句
が
異
な
る
箇
所
を
指
す
。
そ
の
箇
所
が
全
部
で
四
箇
所
あ
り
、
そ
れ
を
も
っ
て
ど
ち
ら
の
系
統
に
属
す
る
か
判
別
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し
得
る
基
準
に
な
る
と
い
う
。
金
炳
坤
氏
の
教
示
に
よ
る
。

（
31
）	『
正
蔵
』
第
二
六
巻
四
頁
ｃ
。

（
32
）	『
正
蔵
』
第
二
六
巻
一
四
頁
ｂ
。

（
33
）	
一
四
丁
表
。

（
34
）	『
正
蔵
』
第
二
六
巻
六
頁
ａ
。

（
35
）	

一
八
丁
表
。

（
36
）	『
正
蔵
』
第
二
六
巻
九
頁
ｃ
。

（
37
）	

二
九
丁
裏
。

（
38
）	

近
年
に
お
け
る
清
水
国
訳
に
対
す
る
評
価
を
一
瞥
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
み
ら
れ
る
。「
近
現
代
に
お
い
て
テ
ク
ス
ト
自
体
に
対
す
る
基
礎
研
究
は
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
そ
う
多
く
は
な
い
。近
年
の
本
書
に
対
す
る
研
究
成
果
で
は
、清
水
梁
山
師
の
国
訳
な
ら
び
に
訳
注
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
が
、こ
の
国
訳
の
不
備
な
点
は
、底
本

と
し
て
菩
提
留
支
訳
テ
ク
ス
ト
に
拠
り
な
が
ら
、
同
テ
ク
ス
ト
の
難
読
部
分
に
つ
い
て
は
何
の
断
り
も
な
く
そ
の
部
分
だ
け
勒
那
摩
提
訳
を
採
用
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
恣
意
的
な
テ
ク
ス
ト
の
用
い
方
が
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
」（
藤
井
教
公・

池
邊
宏
明
ほ
か
「
世
親
『
法
華
論
』
訳
注
⑴
」、『
北
海
道
大
学

文
学
研
究
科
紀
要
』第
一
〇
五
号
、二
〇
〇
一
、二
二
―
二
三
頁
）。す
な
わ
ち
、菩
提
留
支
訳
を
底
本
と
し
な
が
ら
も
無
断
で
勒
那
摩
提
訳
を
用
い
、
恣
意
的
な
テ
ク
ス
ト

の
用
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
批
判
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
現
行
本
の
菩
提
留
支・

勒
那
摩
提
両
訳
と
の
比
較
の
上
に
お
け
る
評
価
で
あ
る
が
、
以
上
の
考
察
よ

り
、
こ
れ
は
訳
者
で
あ
る
清
水
梁
山
氏
自
身
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
清
水
梁
山
氏
が
底
本
と
し
て
国
訳
に
用
い
た
テ
ク
ス
ト
上
の
問
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
39
）	

本
書
収
録
の
金
炳
坤
「
世
親
『
法
華
論
』
の
流
伝
に
関
す
る
諸
問
題

―
見
直
さ
れ
る
べ
き
テ
キ
ス
ト
を
中
心
と
し
て

―
」
参
照
。

（
40
）	

末
光
愛
正
氏
は
「
吉
蔵
の
法
華
論
引
用
に
於
け
る
問
題
」『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第
一
五
号
、
一
九
八
三
に
お
い
て
左
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

	

　
　

	

吉
蔵
の
参
照
し
た
も
の
は
、
現
存
の
も
の
と
異
っ
た
も
の
で
あ
る
と
思
え
る
。
吉
蔵
自
身
は
「
法
華
論　

是
菩
提
留
支
所ﾚ

出
」
と
述
べ
る
の
み
で
、
勒
那
が
訳
し

た
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
又
先
に
述
べ
た
ご
と
く
「
一
無ｲ
前
序ｱ
直
云ｲ

経
云
帰
命
一
切
諸
仏
菩
薩ｱ

」
と
、
帰
敬
頌
の
あ
る
も
の
も
、
な
い
も
の
も
、「
経
云
帰
命

一
切
諸
仏
菩
薩
」
の
語
句
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
現
存
の
ど
の
『
法
華
論
』
に
も
こ
の
語
句
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
一
例
を
と
っ
て
し
て
も
、
吉
蔵
の
参
照

し
た
帰
敬
頌
の
な
い
『
法
華
論
』
は
、
勒
那
訳
高
麗
本
に
似
て
い
る
が
、
し
か
し
異
っ
た
別
本
で
あ
っ
た
と
思
え
る
。
そ
の
意
味
か
ら
し
て
、『
法
華
論
』
を
研
究

す
る
上
で
は
、
現
存
の
『
法
華
論
』
の
み
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
更
に
吉
蔵
の
引
用
す
る
『
法
華
論
』
の
内
容
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
吉
蔵
の
『
法
華
論
疏
』
の
場
合
に
は
、
逐
語
訳
で
あ
っ
て
、
趣
意
文
で
は
な
い
。
こ
の
為
に
吉
蔵
の
参
照
し
た
流
支
訳
『
法
華
論
』
の
全
文
が
判
明
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
現
存
す
る
『
法
華
論
』
以
外
の
全
く
新
し
い
『
法
華
論
』
が
発
見
さ
れ
た
事
と
同
じ
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。（
一
一
〇
頁
）

	

　
　

	

正
徳
四
年
の
刊
本
が
、
吉
蔵
の
著
作
時
の
原
形
を
そ
の
ま
ま
留
め
て
い
る
と
考
え
、『
法
華
論
』
翻
訳
当
時
の
一
原
形
を
か
な
り
忠
実
に
維
持
し
て
来
た
と
考
え
る

な
ら
ば
、『
法
華
論
』
を
研
究
す
る
場
合
に
は
、
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
資
料
価
値
を
有
し
て
い
る
事
に
な
る
と
思
え
る
。（
一
一
〇
―
一
一
一
頁
）
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こ
の
よ
う
に
、
末
光
氏
は
正
徳
四
年
の
刊
本
が
吉
蔵
の
著
作
時
の
原
形
を
そ
の
ま
ま
留
め
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
論
を
進
め
て
い
る
た
め
に
か
か
る
記
述
と
な
っ

て
い
る
が
、
右
に
お
い
て
「
現
存
す
る
『
法
華
論
』
以
外
の
全
く
新
し
い
『
法
華
論
』」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
稿
で
論
じ
て
き
た
版
本
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
版
本
と
吉
蔵
の
引
用
す
る
『
法
華
論
』
を
直
ち
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
関
連
性
を
も
含
め
て
、
本
版
本
の
重
要
性
を
認
識

し
た
上
に
お
い
て
さ
ら
に
研
究
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

〈
附
記
〉

　

本
稿
は
『
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
』
第
二
〇
号
（
二
〇
一
六
）
に
掲
載
し
た
も
の
に
、
一
部
増
補・

修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
所
蔵
者
で

あ
る
立
正
大
学
図
書
館
、
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
ご
理
解
と
ご
許
可
を
賜
っ
た
。
ま
た
立
正
大
学
図
書
館
並
び
に
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
の
関
係
各
位
に
は
、
資
料

の
調
査
に
特
別
の
ご
高
配
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本
稿
執
筆
中
に
は
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
教
授	

金
炳
坤
氏
に
多
く
の
助
言
を
賜
っ
た
。
末
筆
に
あ
た

り
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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